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１．足利市公共施設再編計画の概要 

 

（１）計画策定の背景・目的 

  全国的に公共施設の老朽化対策が課題となっている中、総務省は平成  

30(2018)年 2 月に「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針」 

を改訂し、地方公共団体に通知しました。  

指針は、各自治体の厳しい財政状況と、人口減少による公共施設の利  

用需要の変化を踏まえ、早急に公共施設全体の状況を把握し、長期的な  

視点で、更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行い、財政負担の軽減・ 

平準化と、公共施設の最適化の実現を要請するものです。  

   また、各省庁は令和 2(2020)年度までに施設ごとの具体的な対応方針  

を定める個別施設計画※を策定するよう施設所管課に要請していますが、 

特に建築物系公共施設に関しては、公共施設全体の状況を把握したうえ  

で、施設の複合化や、地域別の視点も踏まえた施設のあり方などを総合  

的に検討する必要があります。  

そこで、個別施設計画の策定に先立ち、公共施設の最適化を進める観  

点から、対象施設における再編の方向性と時期を示す「足利市公共施設  

再編計画」（以下「本計画」という。）を策定するものです。  

 

（２）計画の位置付け 

   本計画の位置付けは下図のとおりです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【国】インフラ長寿命化基本計画 

足利市公共施設等総合管理計画 

足利市公共施設再編計画 

個別施設計画 

足利市総合計画 

都市計画関連計画 

行政改革大綱 等 

個別施設計画 

・橋梁長寿命化計画 等 

個別施設計画 個別施設計画 

関連 

建築物系 

公共施設 
インフラ系 

公共施設 

※個別施設計画…正式には「個別施設毎の長寿命化計画」といい、公共施設等総合管理計画に基づき、 

個別施設ごとの具体の対応方針を定める計画。点検・診断によって得られた個別  

施設の状態や維持管理・更新等に係る対策の優先順位の考え方、対策の内容や実施  

時期を定めるもの。  

図１ 計画の位置付け 
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（３）対象施設 

   平成 28(2016)年 3 月に策定した足利市公共施設等総合管理計画（以  

下「総合管理計画」という。）では対象は 294 施設でしたが、本計画で  

は倉庫やトイレなどの小規模な施設、浄水場などの上下水道関連施設、 

所期の目的を達成した跡施設を除く、以下の 191 施設を対象とします。 

 

 施設類型※ 主な施設 施設数 

1 市民文化系施設 

男女共同参画センター、とうこうコミュニテ

ィセンター、農業研修センター、さいこうふ

れあいセンター、生涯学習センター、研修セ

ンター、公民館(17 か所)、集会所(5 か所)、 

市民会館、市民プラザ 

30 

2 社会教育系施設 

市立図書館、市立美術館、草雲美術館、物外

軒、郷土資料展示室、ふるさと学習・資料館、

民俗資料室、足利学校、茂右衛門蔵 

9 

3 スポーツ施設 

総合運動場、御厨テニスコート、市民体育館、

毛野体育館、三重体育館、旧協和中運動施設、

旧月谷分校運動施設、坂西武道館、 

足利渡良瀬ゴルフ場 

9 

4 
レクリエーション・

観光施設 

月谷スポーツ広場、松田川ダムふれあい広場、

名草キャンプ場、太平記館、足利まちなか 

遊学館、名草ふるさと交流館、八木節振興 

センター 

7 

5 産業系施設 共同高等職業訓練校 1 

6 学校 小学校(22 校)、中学校(11 校) 33 

7 その他教育施設 
北中学校セミナーハウス、学校給食共同調理

場 
2 

8 子育て支援施設 保育所(11 か所)、こども館、児童クラブ等 16 

9 保健・福祉施設 
幸楽荘(4 か所)、泗水学園、さわらごハイム

足利、地域福祉会館 等 
9 

10 庁舎等 市役所本庁舎、市役所別館、教育庁舎 3 

11 消防施設 消防署(5 か所)、分団詰所(20 か所) 25 

12 その他行政系施設 土地区画整理事務所、道路河川管理事務所 等 3 

13 公営住宅 公営住宅(25 か所)、大日東再開発住宅 26 

14 公園（管理棟等） 
織姫公園レストラン棟、有楽公園(休憩所)、

渡良瀬グリーンプラザ 等 
6 

15 供給処理施設 東部・南部クリーンセンター 等 4 

16 その他 斎場、駅前駐車場、旧足利西高等学校 等 8 

 合計  191 

 

※施設類型…(一財)地域総合整備財団が公開している「公共施設更新費用試算ソフト」で定める  

施設類型に準じて分類したもの。  
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図２ 策定体制イメージ 

（４）策定体制 

策定体制は以下に示すとおりで、市民、市議会、有識者等の意見を  

  聴きながら、最終的に足利市公共施設等マネジメント推進本部の検討を  

経て、本計画を策定しています。  

〈策定体制〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民、市議会等への報告及び意見聴取経過】 

 ・公共施設に関する市民アンケート調査(調査対象数 3,000 人) 

H30.12月実施、R1.6月結果公表(回答数1,285人、回答率42.8％) 

 ・パブリックコメント 

  R 2.1～2 月実施、○○人、○○件 

 ・足利市公共施設再編計画策定検討委員会(外部有識者) 

  R1.10 月(第 1 回)、11 月(第 2 回)、R2 年 1 月(第 3 回) 

 ・市議会(公共施設建設・整備検討特別委員会、全員協議会) 

  H30.9月 本計画策定作業着手について報告 

  R 1.6 月 アンケート調査結果について報告 

     10月 本計画の一部について中間報告 

    11月 本計画(素案)について中間報告 

  R 2.1 月 本計画(原案)について報告、3 月 本計画(成案)報告 

足利市公共施設等 

マネジメント推進本部 

本部長：市長 

副本部長：副市長、教育長 

  本部員：施設等所管部長 

 

再編検討専門部会 

(部課長級職員で構成。

必要に応じて分野ごと

に設置。) 

再編検討作業部会 

(担当職員等で構成。 

必要に応じて分野ごと

に設置。） 

市議会 

公共施設に関す

る市民アンケー

ト調査 

足利市公共施設

再編計画 

策定検討委員会 

(外部有識者) 

報告 

意見 

反映 

意見 
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２．公共施設の現状と課題 ～足利市公共施設等総合管理計画より～ 

 

  平成 28(2016)年 3 月策定の総合管理計画では、公共施設の現状や、人  

口及び財政に関する今後の見通しなど、本市の現状と課題を明らかにしま  

した。本計画に取り組む背景について、総合管理計画の内容から抜粋し、 

改めて確認します。  

（１）公共施設の現状 

  ①施設総量  

   本市の建築物系公共施設は 294 施設、670 棟、延床面積約 59.8 万㎡  

で、類型別の割合では「学校施設」と「公営住宅」の割合が高く、全体  

の約 3 分の 2 を占めている状況です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 建築物系公共施設の施設類型別延床面積の割合  

  

 ②一人当たり延床面積  

本市の建築物系公共施設の延床面積を人口一人当たりに換算すると  

3.64 ㎡ /人となり、全国市町村平均の 3.42 ㎡より高くなっています。  
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※全国市町村の平均値は東洋大学PPPセンター「全国自治体公共施設延床面積データ」（2012年1月）による

全国市町村の平均値

3.42[㎡/人]
県内14市の平均値

3.64[㎡/人]

図４ 栃木県内 14 市及び両毛地域４市との人口一人当たりの延床面積の比較 
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294施設

延床面積 約59.8万㎡
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③年度別建築状況  

   本市の建築物系公共施設の多くは、昭和 40 年代後半から 50 年代に

かけて集中的に整備された結果、大規模改修が必要とされる築 30 年以

上経過した施設が、全体の 7 割以上あり、老朽化が進行しています。  

   また、10 年後には全体の 9 割近くの施設において大規模改修が必要

な時期を迎えることとなり、計画的な老朽化対策が必要となります。  

 

 

図５ 建築物系公共施設の建築年度別延床面積  
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産業系施設
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子育て支援施設

保健・福祉施設

庁舎等
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その他行政系施設
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旧耐震基準（昭和56年以前） 新耐震基準（昭和57年以後）

30年前60年前 20年前

更新の目安

大規模修繕の目安

[千㎡]

築30年以上 71.6%

50年前

10年後に大規模修繕10年後に更新
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 ④耐震化の状況  

   本市の建築物系公共施設の耐震化の状況は下図に示すとおりです。  

「学校施設」については必要な対策を講じた結果、全て耐震基準を満た  

していますが、全体の 3 割以上の施設において耐震診断を行っていない  

状況です。

 

 

図６ 耐震基準別の延床面積比率  

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民文化系施設

博物館等

ｽﾎﾟｰﾂ施設

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・観光施設

産業系施設

学校施設

その他教育施設

子育て支援施設

保健・福祉施設

庁舎等

消防施設

その他行政系施設

公営住宅

公園

供給処理施設、上水道施設、下水道施設

その他

合計

【耐震診断】 未実施

【耐震改修】 －

【耐震診断】 実施済

【耐震改修】 未実施

【耐震診断】 不要 or 実施済

【耐震改修】 不要 or 実施済
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（２）総人口及び年代別人口についての今後の見通し 

   本市の人口は、平成 2(1990)年 9 月の 168,346 人をピークにその後、 

減少傾向にあります。  

『足利市人口ビジョン』の目標人口としては、令和 42(2060)年の時点  

  で 10 万人以上の人口を確保するとしていますが、今後も減少傾向で推  

移することが予測されています。  

 

 

図７ 総人口及び年齢３区分別人口の推移と見通し  
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（３）財政状況及び今後の見通し 

  ①歳入  

   本市の歳入状況について、平成 20(2008)年度までは歳入全体に占め  

る自主財源の割合が 60％を超えていたのが、平成 21(2009)年度以降は  

50％台に低下しています。市税も平成 22(2010)年度以降は 200 億円を  

割り、歳入全体に占める割合もやや低下しています。  

 今後は生産年齢人口の落ち込みに伴い、市税が更に減少していくこと  

が見込まれます。  

 

図８ 歳入決算額の推移グラフ（実数） 

 

 

   図９ 歳入決算額の推移グラフ（構成比） 
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②歳出  

 本市の歳出状況について、性質別に見ると義務的経費は 50％台前半  

で推移しています。その中で扶助費は徐々に増加傾向にあり、平成 26 

(2014)年度では歳出全体の約 24％を占める一方、投資的経費は約 10％  

となっています。  

 今後は老年人口の増加に伴い、扶助費が更に増加していくこと、また、 

公共施設の改修や更新のための投資的経費が抑制されていくことが見  

込まれます。  

図 10 歳出決算額の推移グラフ（実数）  

 

図 11 歳出決算額の推移グラフ（構成比）  
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補修費

補助費

等

積立金、

投資及び出資金、

貸付金、繰出金

普通建設

事業費

災害復旧

事業費

義務的経費 その他経常的経費等 投資的経費
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（４）充当可能な財源見込み及び将来更新費用との比較 

   現在ある本市の公共施設（インフラを含む。）の全てを同じ規模で更  

新していくと仮定すると、計画期間である令和 37(2055)年まで、毎年  

133.7 億円の更新費用が必要と試算されました。  

 それに対して、公共施設の更新等に充てられる本市の普通建設事業費  

は、総合管理計画策定時の直近 5 年間の平均が 43.5 億円でしたので、  

単純計算で毎年 90.2 億円が不足する状態が続くことが明らかとなりま  

した。  

  図 12 充当可能な財源見込み及び将来更新費用との比較  

 

（５）公共施設マネジメントの基本方針 

   本市では将来的に人口減少傾向が続くと見込まれることから、現状の  

公共施設を今後も維持した場合、人口一人当たりの延床面積は増加する  

ことになります。この場合、市民にとっては床面積が増加することでサ  

ービスの向上とも捉えられますが、一方で一人当たりが負担する施設の  

維持管理費も増加していくことになります。  

   今後も現在の水準（一人当たり 3.64 ㎡ /人）を維持するのであれば、  

人口規模に応じて、施設総量を適正な数量に縮減していくことが必要と  

なります。そこで、今後の財政状況も勘案し、以下の基本方針を定め、 

公共施設の適正化を推進することとします。  

 

①財政や人口規模に応じた施設総量の適正化 

 

②新規整備の抑制や費用対効果を考慮した更新 

 

③施設の集約化・複合化と効率的な運営の推進 
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３．数値目標 

 

（１）数値目標設定にあたり 

  平成 30(2018)年 2 月に総務省は「公共施設等総合管理計画の策定に  

あたっての指針の改定について」を地方公共団体に通知しました。その  

中で、「総合管理計画の策定・改定にあたっては、総合管理計画がまちづ  

くりや住民に提供する行政サービスにも影響を及ぼすものであること  

から、計画の実効性を確保するため、計画期間における公共施設等の数・ 

延床面積等に関する目標やトータルコストの縮減・平準化に関する目標  

などについて、できるかぎり数値目標を設定するなど、目標の定量化に  

努めること」とされています。  

 そこで本市においても、将来的な人口減少、厳しい財政状況等を踏ま  

え、持続可能なまちづくりを進めるために公共施設マネジメントを着実  

に推進していく必要があることから、以下のとおり数値目標を設定しま  

す。  

 なお、数値目標については総合管理計画の改訂版策定のタイミングな  

どに随時見直すこととし、その時の社会情勢に応じて実効性のある数値  

目標を設定していくこととします。  

 

（２）数値目標 

   本市では、総合管理計画策定時に令和 37(2055)年までの期間中、施設  

の更新等に充てられる普通建設事業費が毎年 90.2 億円不足することが  

明らかとなりました。そこで、総合管理計画の基本方針に掲げる「財政  

や人口規模に応じた施設総量の適正化」を具現化する定量的な数値目標  

として、平成 28(2016)年から令和 37(2055)年までの 40 年間に、建築物  

系公共施設の延床面積換算で 42.2％削減していくことを本市の目標と  

します。  

   なお、平成 30(2018)年 12 月に実施した「公共施設に関する市民アン  

ケート調査」において、「市では人口減少に合わせて、約 40年後の 2055 

年までに、現在ある公共施設のうち、約 40～50％の延床面積を削減す 

るという目標を検討しています。この削減率について、あなたはどう思 

いますか？」と尋ねたところ、「目標が低い」が 4.6％、「妥当」が 45.4％、  

「目標が高い」が 8.5％という結果が出ていることから、施設総量の  

適正化に関して一定の理解が得られているものと判断しています。  
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図 13 延床面積削減目標に対する妥当性回答結果  

 

（３）数値目標設定の考え方 

   数値目標を 42.2％とした考え方について、以下にお示しします。  

 

  ①建築物系公共施設における更新費用不足額 

   総合管理計画では、現在ある本市の建築物系公共施設を今後も全て  

同じ規模のまま維持していくとした場合、更新費用として 40 年間で  

2,459 億円で、平均すると年間で 61.5 億円かかる見込みとなりました。  

それに対して公共施設の更新費用等に充てられる普通建設事業費の  

総合管理計画策定時の直近 5 年間の平均は 43.5 億円でしたが、内訳と  

して建築物系公共施設の普通建設事業費は 17.7 億円となっています。  

 更新費用として 61.5 億円が必要な状況に対して、17.7 億円の普通  

建設事業費で対応するためには、単純計算では 71.2％もの削減が必要  

ということになります。  
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図 14 更新費用と普通建設事業費比較 
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図 15 長寿命化による更新費用縮減額 

②更新費用と普通建設事業費を均衡させるために 

 今後も人口減少と少子高齢化の傾向が続くことを考慮すると、扶助  

費等の増加が見込まれることから、普通建設事業費を増額していくこ  

とは現実的には難しいことが想定されますが、持続可能な公共施設マ  

ネジメントを展開するためには、更新費用と普通建設事業費を均衡さ  

せる必要があります。  

そこで、更新費用の縮減と、普通建設事業費の増額のために、以下  

の手法が必要となります。  

 

・長寿命化の推進による更新費用の縮減と平準化 

 総務省が推奨する更新費用試算ソフトでは、建築から 30 年で大規模  

改修、60 年で更新することを前提として更新費用を試算し、平成 28 

(2016)年から令和 37(2055)年までの 40 年間で 2,459 億円（年間 61.5

億円）が必要との試算結果が出ています。  

 一方で、本市では総合管理計画において長寿命化の実施方針を定め、

「定期的な点検や予防保全の観点から改修を計画的に実施することによ

り劣化の進行を遅らせ、施設の機能を長期間にわたり保持していくこと

で、維持管理・更新費用の縮減と平準化」を目指すこととしています。  

 そこで、長寿命化の実施方針に基づき、建築から 40 年で大規模改修、

80 年で更新することを前提として、再度更新費用の試算を行いました。  

 なお、更新時期を 80 年とする根拠は、(一社)日本建築学会発行の

「建築物の耐久計画に関する考え方」において、建築物の望ましい目標

使用年数として、鉄筋コンクリート造の場合、普通品質で 50～80 年、

高品質の場合は 80～120 年とされていることから、普通品質の上限と高

品質の下限である 80 年を更新時期としています。また、その中間にあ

たる 40 年を大規模改修の時期として試算しています。  

 その結果、平成 28(2016)年から令和 37(2055)年までの 40 年間で更

新費用額は 1,884 億円（年間 47.1 億円）まで抑えられることが試算さ

れました。  

 

 

 

 

 

 

   

47.1 

億円 

61.5 

億円 

14.4 億円 

縮減 
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・施設総量削減による更新費用縮減 

   上記の長寿命化の実施により、計画期間中の更新費用額は年間 47.1 

億円となりましたが、総合管理計画では長寿命化だけではなく、「財政  

や人口規模に応じた施設総量の適正化」を基本方針としており、施設  

総量の削減にも取り組む必要があります。現在ある施設全てを更新し  

ていく場合は年間 47.1 億円を要する試算結果となっていますので、施  

設総量削減による更新費用の縮減額は、1％の削減につき、0.471 億円  

の更新費用が縮減されることとします。  

  

・施設総量削減により捻出される財源の一部を普通建設事業費に充当 

本市の建築物系公共施設の普通建設事業費について、平成 28(2016) 

～30(2018)年の 3 か年平均では 15.7 億円となっていますが、以下の考  

え方により、増額を検討します。  

公共施設には、建物の管理運営費（光熱水費、委託費、人件費等）  

が発生していますが、今後、施設を削減していくことにより捻出され  

る上記費用の一部を、大規模改修や更新に充てられる普通建設事業費  

に充当するものとして、再度試算します。  

 本市の公共施設の管理運営費は平成 28(2016)～30(2018)年の 3 か年  

の平均では、68.2 億円となっていますので、施設を 1％削減すると  

0.682 億円の財源が捻出されることになります。実際には施設を廃止し  

ても、集約・複合化先の施設で、引き続き事業運営をすることも想定  

されるため、0.682 億円のうち 4 割を普通建設事業費に充当できるもの  

とし、施設を 1％削減すれば普通建設事業費が 0.682×0.4＝0.273 億円  

増額することとします。  

 

・更新費用と普通建設事業費の均衡点 

   上記の条件のもと、更新費用と普通建設事業費の均衡点を探るため、  

必要となる削減率を次の計算 (47.1－0.471x=15.7+0.273x)で求めたと  

ころ x=42.2 となり、下図のとおり、更新費用と普通建設事業費は施設  

総量を 42.2％削減した場合に、それぞれの費用が 27.2 億円で均衡する  

ため、その値が数値目標となります。  
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 ③数値目標設定にあたり 

   上記のとおり理論上は施設の長寿命化と、施設総量を 42.2％削減す 

ることで、今後必要となる更新費用と、それに充当可能な財源となる 

普通建設事業費が 27.2 億円で均衡するため、本市の公共施設マネジメ 

ントが持続可能な状態となります。 

 なお、この数値目標は本計画期間の終期である令和 37(2055)年まで 

に達成すべき目標としますが、上記の数値目標を導き出した理論では、 

42.2％削減できた時点で、更新費用と普通建設事業費が均衡する考え 

方であるため、できるだけ早期の目標達成が必要であり、達成される 

までの期間は引き続き普通建設事業費が不足する状況が続くことになり 

ます。 
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図 16 更新費用と普通建設事業費の均衡点 
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４．再編計画 

 

（１）再編の基本的な考え方 

①前提条件等 

本計画の策定にあたっては、下記の総合管理計画で定めた基本方針に  

基づき、今後約 40 年間で延床面積の 40％から 50％程度の削減は不可 

避であるという前提条件のもと、各施設における再編の方向性について 

検討をスタートしました。  

 

 ①財政や人口規模に応じた施設総量の適正化 

   ②新規整備の抑制や費用対効果を考慮した更新 

   ③施設の集約化・複合化と効率的な運営の推進 

 

  ②検討方法について 

   各施設の再編の方向性を検討するにあたり、以下の（ア）～（オ）の 

視点を参考に、総合的に検討しています。 

 

(ア)施設カルテ一次評価 

   毎年度、作成・公表している施設カルテでは、施設の利用状況や維持  

管理コスト、建物の状態等から、下記のとおり機械的に 9 段階に分ける  

一次評価を行っています。  

   評価ごとに記載している対応と方向性の考え方を再編の参考にして  

います。  

 

〈一次評価〉  

  

 

区分 対応 方向性の考え方 

A 継続 長寿命化を基本とする 

B1 向上 施設性能の向上を検討する 

B2 向上 費用対効果の向上を検討する 

C1 改善 施設性能の改善を検討する 

C2 改善 施設性能と費用対効果、両方の改善を検討する 

C3 改善 費用対効果の改善を検討する 

D1 見直し 施設性能の見直しを検討する 

D2 見直し 費用対効果の見直しを検討する 

E 要見直し 施設性能と費用対効果、両方の見直しが必要である 

C1 B1 A 

D1 C2 B2 

E D2 C3 
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(イ)社会ニーズとの適合性 

   施設の設置目的が社会ニーズの変化（利用目的や利用者層の変化等） 

に対し、効果・効率性の面で適合しているか、以下の視点に基づき検討  

しています。  

   ・法令に基づき設置が義務付けられた施設か  

   ・設置目的に見合った利用者層及び利用者数となっているか  

   ・今後も同様の施設やサービスが必要とされるか  

   ・今後の利用者の増減見込み  

 

(ウ)サービスの代替性 

   エリア内に代替施設（国・県・民間施設含む）が存在するか調査を行  

い、サービスの廃止や代替施設へのサービスの集約・複合化の可能性に  

ついて検討しています。  

   エリアについては、全市民を利用対象とする施設は市内全域とし、そ  

れ以外の施設は、中学校区（11 区）や都市計画マスタープランにおける  

地域別構想区（7 区）等を参考にしていますが、施設の再編にあたって  

は実際の生活圏にも十分留意します。  

 

(エ)運営見直しに関する方向性 

   今後の施設運営の見直しに関する方向性（経営の効率化や指定管理者  

制度の導入、民営化検討や使用料の見直し等）について検討しています。 

 

(オ)その他 

   再編の方向性を定めるうえで考慮すべき内容（近年の改修状況や借地  

状況等の施設独自の特性）について検討しています。  
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③再編の方向性及び時期 

   再編の方向性については、上記 (ア )～ (オ )の視点を踏まえ、下記の再編  

の方向性いずれかを記載しています。  

  

再編の方向性  説 明  

更新  老朽化した施設を建替える  

大規模改修（長寿命化）  長寿命化のための改修工事を行う  

集約化  同一の用途の施設を集約する  

複合化  異なる用途の施設を複合する  

転用  別の用途の施設に転用する  

廃止  施設を廃止する  

貸付  国や県、法人や地域団体へ貸し付ける  

譲渡  施設や跡地を有償又は無償で譲渡する  

 

   再編時期については、総合管理計画期間（平成 28(2016)年～令和  

37(2055 年 )）に合わせて、以下のとおり 3 つの期間に分けています。  

   短期 令和  2(2020)年～令和  7(2025)年（  6 年）  

   中期 令和  8(2026)年～令和17(2035)年（10年）  

   長期 令和18(2036)年～令和37(2055)年（20年）  

そのうえで、各施設の再編時期については、以下のとおり建物構造に  

応じた改修・更新の時期を目安とします。  

 

建物構造  改修・更新の時期  

鉄筋コンクリート造 (RC) 

鉄骨鉄筋コンクリート造 (SRC) 

鉄骨造 (S)のうち重量鉄骨造  

建築後40年 改修  

   80年 更新  

鉄骨造 (S)のうち軽量鉄骨造  

木造等  

建築後25年 改修  

   50年 更新  

 

   なお、上記の目安に関わらず、高額な修繕や設備の更新時期等も再編 

時期の目安とします。 
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提

供
、
女
性
相
談
等
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
活
動

拠
点
と
し
て
の
機
能
を

果
た
し
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
合
わ
せ

持
つ
施
設
で
あ
れ
ば
、

複
合
化
の
検
討
可

能
。

指
定
管
理
者
（足
利
市

緑
と
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

財
団
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
7
～

20
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

複
合
化

本
施
設
が
市
民
プ
ラ
ザ
と
の
複

合
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
市
民
会
館
と
市
民
プ
ラ
ザ
の

再
編
の
方
向
性
に
合
わ
せ
た
検

討
が
必
要
。

本
施
設
の
貸
し
部
屋
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
市
民
プ
ラ
ザ
等

の
利
用
者
も
使
え
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
相
互
に
施
設
を
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

2
と
う
こ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
1,
82
7.
97

昭
和
57
年

B
2

市
民
の
自
主
的
な
活

動
を
促
進
し
、
も
っ
て

地
域
社
会
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
た
め
設

置
さ
れ
て
い
る
。

機
能
的
に
は
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
さ
い
こ
う

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等

で
代
替
可
能
。

法
定
耐
用
年
数
な
ど

を
目
途
に
、
他
の
施
設

へ
の
集
約
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

集
約
化

施
設
の
状
況
や
法
定
耐
用
年
数

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
同
一
用

途
の
施
設
に
集
約
を
検
討
す

る
。

3
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

1,
23
1.
36

昭
和
58
年

B
1

農
業
従
事
者
の
た
め

の
施
設
で
あ
り
、
健
康

管
理
、
農
業
経
営
、
研

修
、
集
会
等
が
行
え
る

施
設
で
あ
る
。

新
設
予
定
で
あ
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
に

地
域
振
興
事
業
の
一

環
で
入
浴
施
設
等
が

整
備
さ
れ
る
予
定

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え
に
伴

い
廃
止
予
定

廃
止

4
さ
い
こ
う
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2,
02
2.
00

昭
和
58
年

B
2

子
育
て
や
生
涯
学
習
、

健
康
づ
く
り
の
環
境
を

整
え
て
お
り
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

い
市
民
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。

さ
い
こ
う
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
や
あ
し
か
が

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
、
他
の
施
設

で
代
替
可
能
で
あ
る

が
、
西
校
地
区
の
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
(さ
い
こ
う
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）の

活
動
拠
点
と
し
て
は
、

現
時
点
で
こ
の
施
設

以
外
で
は
難
し
い
。

受
付
業
務
や
施
設
管

理
に
つ
い
て
、
効
率
的

な
運
営
方
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

地
域
防
災
計
画
に
よ

る
避
難
所
、
業
務
継
続

計
画
に
よ
る
災
害
対

策
本
部
代
替
施
設

複
合
化

周
辺
施
設
と
の
複
合
化
・
集
約

化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
２
）
再
編
の
方
向
性
と
時
期

　
・
主
に
貸
館
等
を
行
っ
て
い
る
市
民
文
化
系
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
利
用
状
況
や
老
朽
化
の
度
合
い
等
を
踏
ま
え
、
複
合
化
や
集
約
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
業
務
を
3
つ
の
機
能
に
分
け
、
短
期
的
に
支
所
機
能
は
廃
止
す
る
な
ど
、
段
階
的
に
機
能
ご
と
の
再
編
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
・
足
利
市
民
会
館
、
足
利
市
民
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
は
、
機
能
の
集
約
化
を
検
討
し
ま
す
。

N
o
.

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

N
o
.

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

5
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

4,
44
3.
00

昭
和
51
年

C
2

市
内
外
を
問
わ
ず
、
個

人
学
習
、
各
種
団
体

の
生
涯
学
習
活
動
、

市
や
関
係
機
関
の
研

修
、
会
議
等
で
使
用
。

年
間
約
10
万
人
の
利

用
が
あ
り
、
今
後
も
必

要
。

他
に
、
料
理
や
音
楽
活

動
、
個
人
学
習
な
ど
の

生
涯
学
習
、
会
議
室
と

し
て
の
機
能
が
あ
り
、

安
価
な
使
用
料
で
の

提
供
や
減
免
の
適
用

が
あ
れ
ば
可
能
で
あ

る
が
、
現
実
的
に
代
替

え
と
な
る
施
設
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。

生
涯
学
習
課
、
教
育

研
究
所
等
の
事
務
室

の
ほ
か
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
等
の
機
能
を
受

け
入
れ
た
た
め
複
合

庁
舎
と
な
っ
た
が
、
当

面
生
涯
学
習
の
た
め

の
施
設
と
し
て
直
営
に

よ
り
運
営
す
る
。

地
域
防
災
計
画
に
よ

る
避
難
所
、
業
務
継
続

計
画
に
よ
る
災
害
対

策
本
部
代
替
施
設

複
合
化

複
合
化

老
朽
化
の
た
め
廃
止
と
し
た
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
を

受
入
れ
、
複
合
化
し
た
。

引
き
続
き
周
辺
施
設
と
の
複
合

化
・
集
約
化
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

6
研
修
セ
ン
タ
ー

1,
94
5.
06

昭
和
55
年

D
1

学
校
行
事
や
企
業
研

修
等
の
ほ
か
、
サ
ー
ク

ル
活
動
に
も
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
ピ
ー
ク
時

に
比
べ
利
用
者
数
は

減
っ
て
い
る
。

研
修
室
と
宿
泊
機
能

(宿
泊
室
、
浴
室
、
食

堂
等
)を
併
せ
持
つ
社

会
教
育
施
設
は
、
こ
の

施
設
の
み
で
あ
る
が
、

研
修
の
み
で
あ
れ
ば

他
の
施
設
で
代
替
可

能
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
（足
利
市

緑
と
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

財
団
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
6
～

20
20
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

廃
止

建
物
は
廃
止
し
、
宿
泊
研
修
機

能
は
北
中
学
校
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
に
統
合
す
る
。

7
織
姫
公
民
館

1,
49
9.
65

昭
和
56
年

C
2

複
合
化

8
助
戸
公
民
館

1,
98
1.
70

昭
和
60
年

C
2

一
部
借
地
あ
り
。

複
合
化

9
毛
野
公
民
館

62
8.
97

昭
和
57
年

C
2

複
合
化

10
山
辺
公
民
館

95
4.
53

昭
和
56
年

B
1

複
合
化

11
三
重
公
民
館

50
2.
59

昭
和
55
年

C
2

複
合
化

12
山
前
公
民
館

72
4.
60

平
成
17
年

B
2

複
合
化

13
北
郷
公
民
館

1,
25
8.
00

昭
和
62
年

B
1

複
合
化

14
名
草
公
民
館

47
2.
00

昭
和
60
年

C
2

複
合
化

15
富
田
公
民
館

53
1.
90

平
成
1年

C
2

複
合
化

②
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
短
期

の
期
間
中
に
取
扱
い
を
停
止

し
、
コ
ン
ビ
ニ
、
市
役
所
で
代
替

す
る
。

①
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
短
期

の
う
ち
に
複
合
化
に
関
す
る
議

論
を
開
始
し
、
中
期
の
期
間
中

に
、
他
の
公
共
施
設
等
に
機
能

を
移
転
し
複
合
化
を
図
る
。

①
中
央
公
民
館
的
な

位
置
付
け
と
し
て
の
全

市
的
な
学
習
機
会
、
活

動
場
所
の
提
供
、
②

各
種
証
明
書
の
交
付

が
主
な
業
務
で
、
全
市

民
を
対
象
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。

①
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
他
の
公
共
施
設
で

実
施
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
集
約
化
・複

合
化
の
検
討
が
可

能
。

②
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
代
替

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
ほ
か
、
市
役
所
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
集
約
化

の
検
討
が
可
能
。

中
央
公
民
館
的
な
施

設
と
し
て
の
効
率
的
、

効
果
的
な
運
営
体
制

等
を
検
討
す
る
。

①
地
区
公
民
館
と
し
て

の
学
習
機
会
、
活
動

場
所
の
提
供
、
②
各

種
証
明
書
の
交
付
や

届
出
・納
税
等
の
受

付
、
③
地
域
活
動
の

支
援
が
主
な
業
務
で
、

主
に
地
域
住
民
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

①
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
提
供
す

べ
き
機
能
で
あ
る
が
、

現
在
の
15
か
所
か
ら
、

今
後
、
適
正
な
施
設
数

へ
と
集
約
化
の
検
討

が
可
能
。

②
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
代
替

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
集
約
化

の
検
討
が
可
能
。

③
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
各
団
体
に
よ
る
自

主
運
営
を
促
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
縮
小
の

検
討
が
可
能
。

地
区
公
民
館
と
し
て
の

効
率
的
、
効
果
的
な
運

営
体
制
等
を
検
討
す

る
。

②
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
短
期

の
期
間
中
に
取
扱
い
を
停
止

し
、
コ
ン
ビ
ニ
、
他
の
公
共
施
設

又
は
民
間
施
設
等
に
機
能
を
移

転
す
る
。

①
及
び
③
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
短
期
の
う
ち
に
複
合
化
に

関
す
る
議
論
を
開
始
し
、
中
期

の
期
間
中
に
、
他
の
公
共
施
設

又
は
民
間
施
設
等
に
機
能
を
移

転
、
複
合
化
を
図
る
。
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

N
o
.

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

16
矢
場
川
公
民
館

53
0.
50

平
成
2年

C
2

複
合
化

17
御
厨
公
民
館

71
6.
75

平
成
14
年

C
2

複
合
化

18
筑
波
公
民
館

54
0.
90

平
成
13
年

C
3

複
合
化

19
久
野
公
民
館

53
1.
50

平
成
12
年

C
2

複
合
化

20
梁
田
公
民
館

53
1.
50

平
成
9年

C
2

複
合
化

21
三
和
公
民
館

53
0.
50

平
成
5年

D
2

複
合
化

22
葉
鹿
公
民
館

54
1.
90

昭
和
58
年

D
2

複
合
化

23
小
俣
公
民
館

1,
60
6.
29

平
成
15
年

C
2

複
合
化

24
今
福
町
集
会
所

13
3.
32

昭
和
52
年

D
1

エ
リ
ア
内
に
三
重
公
民

館
が
あ
り
、
複
合
化
の

検
討
可
能
。

今
福
町
四
丁
目
自
治

会
館
と
し
て
の
利
用
も

さ
れ
て
い
る
。

複
合
化

25
山
下
町
集
会
所

13
2.
49

昭
和
52
年

D
1

エ
リ
ア
内
に
山
前
公
民

館
が
あ
り
、
複
合
化
の

検
討
可
能
。

山
下
町
自
治
会
館
と
し

て
の
ほ
か
、
山
下
学
童

ク
ラ
ブ
の
活
動
拠
点
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

る

複
合
化

26
高
松
町
集
会
所

13
2.
49

昭
和
53
年

C
1

高
松
町
自
治
会
館
と
し

て
の
利
用
も
さ
れ
て
い

る
。

複
合
化

27
県
町
集
会
所

13
8.
29

昭
和
54
年

E

県
町
自
治
会
館
と
し
て

も
利
用
も
さ
れ
て
い

る
。

土
地
は
借
地
で
あ
る
。

複
合
化

28
板
倉
町
集
会
所

16
1.
47

昭
和
56
年

D
1

エ
リ
ア
内
に
三
和
公
民

館
が
あ
り
、
複
合
化
の

検
討
可
能
。

板
倉
町
二
丁
目
自
治

会
館
と
し
て
の
利
用
も

さ
れ
て
い
る
。

複
合
化

エ
リ
ア
内
に
筑
波
公
民

館
が
あ
り
、
複
合
化
の

検
討
可
能
。

地
元
へ
の
譲
渡
や
廃
止
も
検
討

す
る
。

H
28
年
12
月
施
行
と

な
っ
た
部
落
差
別
解

消
推
進
法
に
は
、
地
方

公
共
団
体
の
責
務
の

ほ
か
、
相
談
体
制
の

充
実
、
教
育
及
び
啓
発

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

集
会
所
事
業
を
、
順

次
、
公
民
館
に
移
行
し

て
実
施
す
る
。

①
地
区
公
民
館
と
し
て

の
学
習
機
会
、
活
動

場
所
の
提
供
、
②
各

種
証
明
書
の
交
付
や

届
出
・納
税
等
の
受

付
、
③
地
域
活
動
の

支
援
が
主
な
業
務
で
、

主
に
地
域
住
民
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

①
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
提
供
す

べ
き
機
能
で
あ
る
が
、

現
在
の
15
か
所
か
ら
、

今
後
、
適
正
な
施
設
数

へ
と
集
約
化
の
検
討

が
可
能
。

②
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
代
替

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
集
約
化

の
検
討
が
可
能
。

③
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
各
団
体
に
よ
る
自

主
運
営
を
促
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
縮
小
の

検
討
が
可
能
。

地
区
公
民
館
と
し
て
の

効
率
的
、
効
果
的
な
運

営
体
制
等
を
検
討
す

る
。

②
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
短
期

の
期
間
中
に
取
扱
い
を
停
止

し
、
コ
ン
ビ
ニ
、
他
の
公
共
施
設

又
は
民
間
施
設
等
に
機
能
を
移

転
す
る
。

①
及
び
③
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
短
期
の
う
ち
に
複
合
化
に

関
す
る
議
論
を
開
始
し
、
中
期

の
期
間
中
に
、
他
の
公
共
施
設

又
は
民
間
施
設
等
に
機
能
を
移

転
、
複
合
化
を
図
る
。
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

N
o
.

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

29
足
利
市
民
会
館

10
,9
91
.6
5
昭
和
41
年

E

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
足

利
の
顔
と
し
て
、
多
く

の
市
民
に
利
用
さ
れ

親
し
ま
れ
て
い
る
。
半

世
紀
に
わ
た
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ

交
響
楽
団
を
は
じ
め
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
オ
ペ
ラ
な
ど
本

市
な
ら
で
は
の
芸
術
文

化
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。

集
約
化

開
館
か
ら
5
3
年
が
経
過
し
て
お

り
、
施
設
の
老
朽
化
が
深
刻
。

現
在
の
施
設
は
廃
止
し
、
市
民

会
館
・
市
民
プ
ラ
ザ
機
能
の
集

約
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

30
足
利
市
民
プ
ラ
ザ

8,
53
0.
99

昭
和
56
年

D
2

自
学
自
習
の
実
践
の

場
と
し
て
生
涯
学
習
活

動
や
芸
術
文
化
活
動

の
拠
点
施
設
と
し
て
演

劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
様
々

な
文
化
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

集
約
化

開
館
か
ら
3
8
年
が
経
過
し
て
お

り
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し

て
い
る
。
大
規
模
改
修
が
必
要

な
時
期
を
迎
え
て
い
る
た
め
、
市

民
会
館
・
市
民
プ
ラ
ザ
機
能
の

集
約
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

大
ホ
ー
ル
の
整
備
等
、

文
化
芸
術
に
特
化
し

た
拠
点
整
備
を
図
れ

ば
、
市
民
会
館
と
市
民

プ
ラ
ザ
の
集
約
化
も
可

能
。

指
定
管
理
者
（足
利
市

緑
と
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

財
団
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
7
～

20
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
。
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②
社
会
教
育
系
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

31
足
利
市
立
図
書
館

2,
99
9.
78

昭
和
54
年

D
2

読
書
活
動
の
推
進
を

担
う
機
関
と
し
て
、
乳

幼
児
か
ら
高
齢
者
に

至
る
市
民
に
図
書
資

料
の
貸
出
し
や
様
々

な
情
報
提
供
の
拠
点

と
し
て
重
要
な
役
割
り

を
担
っ
て
お
り
、
図
書

館
機
能
は
今
後
も
必

要
。
館
外
貸
出
利
用

者
数
や
貸
出
冊
数
は

増
加
し
て
い
る
。

貸
出
し
や
閲
覧
に
必

要
な
図
書
資
料
等
約

35
万
点
の
資
料
を
保

存
す
る
た
め
の
専
用

の
書
庫
や
自
由
に
閲

覧
が
で
き
る
公
開
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
な
施

設
で
あ
り
、
市
内
に
代

替
施
設
は
な
い
。

県
内
他
市
町
で
は
指

定
管
理
者
の
導
入
が

進
ん
で
い
る
が
、
本
市

で
は
平
成
28
年
3月
に

県
か
ら
移
管
を
受
け
、

当
面
の
間
は
直
営
方

式
で
運
営
を
し
な
が
ら

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
の
導

入
を
視
野
に
入
れ
た

運
営
形
態
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

専
用
の
駐
車
場
が
な
く

市
民
会
館
と
共
用
の

た
め
、
混
雑
時
に
は
来

館
者
に
対
し
不
便
を
き

た
し
て
い
る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

o
r

複
合
化

建
築
か
ら
4
0
年
経
過
し
、
各
種

設
備
等
の
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
中
期
の
期
間
中

に
長
寿
命
化
の
た
め
の
改
修
工

事
か
、
周
辺
施
設
と
の
複
合
化

を
検
討
す
る
。

32
市
立
美
術
館

3,
72
9.
06

平
成
5年

D
2

奥
深
い
歴
史
と
豊
か
な

文
化
を
有
す
る
こ
の
ま

ち
に
は
、
芸
術
作
品
や

貴
重
な
資
料
が
豊
富

で
、
そ
れ
ら
の
公
開

ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま

る
。

豊
富
な
収
蔵
品
を
保

管
し
展
示
で
き
る
場
所

が
あ
れ
ば
移
設
は
可

能
。
収
蔵
資
料
の
縮

減
は
不
可
能
。

様
々
な
経
費
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
文

化
関
連
施
設
等
の
集

約
化
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
る
。

収
蔵
品
(約
4
,0
0
0
点
)

の
保
管
場
所
の
確
保

が
必
要
。

一
部
借
地
あ
り
。

集
約
化
o
r

更
新

将
来
的
に
は
文
化
関
連
施
設
等

の
集
約
を
目
指
す
。

33
草
雲
美
術
館

42
6.
66

昭
和
43
年

D
1

美
術
だ
け
に
収
ま
ら
な

い
業
績
を
残
し
た
偉
人

を
顕
彰
。
大
河
ド
ラ
マ

の
題
材
に
成
り
得
る
幕

末
文
人
。

ご
当
地
性
が
高
く
、
こ

の
地
で
し
か
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
内

容
の
変
更
は
可
能
だ

が
、
廃
止
は
不
可
能
。

現
行
の
ま
ま
の
美
術

館
と
し
て
維
持
す
る
。

足
利
公
園
エ
リ
ア
の
魅

力
を
高
め
る
文
化
施

設
と
し
て
、
存
続
さ
せ

る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

34
物
外
軒

12
0.
66

明
治
34
年

C
2

指
定
文
化
財
及
び
登

録
記
念
物
に
も
な
っ
て

い
る
足
利
を
代
表
す
る

茶
室
・庭
園
と
し
て
、
毎

年
4～
5、
10
～
11
月

の
土
日
祝
に
一
般
公

開
し
て
い
る
他
、
茶
室

も
貸
し
出
し
て
い
る
。

今
後
も
同
地
に
て
所

有
・管
理
が
必
要
。

明
治
時
代
中
期
以

来
、
現
在
地
に
あ
り
、

文
化
財
と
し
て
指
定
・

登
録
さ
れ
て
い
る
の

で
、
代
替
不
可
。

現
在
、
公
開
業
務
や

庭
園
管
理
を
、
庭
園
や

文
化
財
の
専
門
的
知

識
を
持
つ
足
利
市
庭

園
文
化
協
会
に
委
託

し
て
い
る
。
今
後
も
委

託
管
理
と
す
る
。

建
物
・
敷
地
（
庭
園
）
と
も
に
、
市

内
の
方
よ
り
寄
付
を
受
け
た
も

の
で
、
指
定
・
登
録
文
化
財
に
も

な
っ
て
い
る
の
で
、
現
状
を
維
持

す
る
必
要
が
あ
り
、
移
設
、
廃
止

は
不
可
。

　
・
足
利
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
中
期
の
期
間
中
に
長
寿
命
化
の
た
め
の
改
修
工
事
か
、
周
辺
施
設
と
の
複
合
化
を
検
討
し
ま
す
。

　
・
足
利
学
校
に
つ
い
て
は
、
「
史
跡
足
利
学
校
跡
保
存
活
用
計
画
」
に
基
づ
き
、
短
期
の
段
階
で
茅
葺
屋
根
改
修
工
事
の
実
施
な
ど
、
保
存
活
用
に
努
め
ま
す
。

　
・
美
術
館
や
郷
土
資
料
展
示
室
等
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
文
化
関
連
施
設
等
の
集
約
化
を
目
指
し
ま
す
。

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

35
郷
土
資
料
展
示
室

92
6.
81

昭
和
41
年

D
1

市
街
地
に
あ
る
唯
一

の
文
化
財
の
常
設
展

示
、
文
化
財
（主
に
発

掘
出
土
遺
物
）の
収
蔵

施
設
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
や
観
光
客
が
訪

れ
や
す
い
市
街
地
に

あ
る
文
化
財
の
常
設

展
示
及
び
収
蔵
施
設

は
、
今
後
も
必
要
。

ふ
る
さ
と
学
習
・資
料

館
と
と
も
に
文
化
財
の

常
設
展
示
及
び
収
蔵

施
設
と
な
っ
て
い
る

が
、
ふ
る
さ
と
学
習
・資

料
館
、
民
俗
資
料
室
を

集
約
す
る
こ
と
は
可

能
。

直
営
管
理
施
設
と
し

て
、
当
施
設
内
で
学
芸

員
資
格
を
持
つ
補
助

職
員
が
発
掘
出
土
品

の
整
理
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
併
せ
て
施
設
の

公
開
の
受
付
も
行
っ
て

い
る
。

発
掘
調
査
・
出
土
遺
物

整
理
作
業
の
拠
点
と
し

て
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
役
割
も
担
っ
て

お
り
、
職
員
が
足
繁
く

通
っ
て
い
る
た
め
、
市

役
所
か
ら
近
い
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

集
約
化

将
来
的
に
は
文
化
関
連
施
設
等

の
集
約
を
目
指
す
。

36
ふ
る
さ
と
学
習
・
資
料
館

1,
66
1.
00

昭
和
54
年

D
1

文
化
財
の
常
設
展

示
、
文
化
財
（主
に
発

掘
出
土
遺
物
）の
収
蔵

施
設
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
財
の
常
設
展
示

及
び
収
蔵
施
設
は
、
今

後
も
必
要
で
あ
る
が
、

市
街
地
か
ら
遠
く
離
れ

て
い
る
た
め
、
見
学
者

に
と
っ
て
は
不
便
な
施

設
で
あ
る
。
文
化
財
収

蔵
施
設
と
し
て
は
、
あ

る
程
度
の
量
を
保
管
で

き
る
大
き
さ
が
あ
る
。

郷
土
資
料
展
示
室
と
と

も
に
文
化
財
の
常
設

展
示
及
び
収
蔵
施
設

と
な
っ
て
い
る
が
、
郷

土
資
料
展
示
室
に
集

約
す
る
こ
と
は
可
能
。

集
約
化

郷
土
資
料
展
示
室
へ
の
集
約
化

を
検
討
す
る
。

37
民
俗
資
料
室

45
9.
00

昭
和
45
年

E

大
き
な
容
積
が
必
要

な
民
具
を
、
多
数
収
蔵

保
管
し
て
い
る
施
設
。

展
示
機
能
は
な
い
。

特
に
面
積
や
容
積
が

必
要
な
民
具
等
の
収

蔵
施
設
で
あ
り
、
同
目

的
の
施
設
（建
物
）は

必
要
で
あ
る
が
、
郷
土

資
料
展
示
室
に
集
約

す
る
こ
と
は
可
能
。

市
所
有
の
文
化
財
収

蔵
施
設
で
あ
る
た
め
、

直
営
管
理
で
あ
る
。

集
約
化

郷
土
資
料
展
示
室
へ
の
集
約
化

を
検
討
す
る
。

38
足
利
学
校

1,
59
5.
20

寛
文
8年

C
2

国
指
定
史
跡
の
足
利

学
校
は
、
平
成
2年
12

月
に
江
戸
時
代
中
期

の
姿
に
復
原
さ
れ
、
歴

史
・文
化
・生
涯
学
習
・

観
光
の
拠
点
と
し
て
、

年
間
約
18
万
人
が
訪

れ
る
、
本
市
を
代
表
す

る
誘
客
施
設
で
あ
る
。

平
成
27
年
に
は
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

足
利
市
民
憲
章
の
筆

頭
に
あ
る
と
お
り
、
足

利
学
校
は
足
利
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
の
根
幹
に
位
置
付

け
ら
れ
、
教
育
、
文

化
、
歴
史
、
伝
統
の
象

徴
的
な
存
在
で
あ
る
。

足
利
学
校
を
ま
ち
づ
く

り
の
中
心
に
据
え
た
文

化
活
動
の
場
と
す
る
と

と
も
に
、
歴
史
観
光
の

拠
点
と
し
て
、
引
続
き

直
営
管
理
と
す
る
。
社

会
情
勢
や
施
設
整
備

に
合
わ
せ
、
参
観
料
の

見
直
し
も
行
っ
て
い
く
。

茅
葺
屋
根
改
修
工
事

等
実
施
の
た
め
、
平
成

27
年
度
よ
り
史
跡
足
利

学
校
施
設
整
備
基
金

へ
の
積
立
て
を
行
っ
て

い
る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

平
成
3
0
年
度
に
策
定
し
た
「
史

跡
足
利
学
校
跡
保
存
活
用
計

画
」
に
基
づ
き
、
史
跡
の
保
存
活

用
に
努
め
て
い
く
。
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

39
茂
右
衛
門
蔵

39
.6
6
大
正
3年

E

地
域
住
民
主
体
の
「い

し
だ
た
み
の
会
」に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

足
利
学
校
・鑁
阿
寺
周

辺
地
区
の
歴
史
的
な

ま
ち
な
み
の
形
成
に
寄

与
し
て
い
る
。

引
続
き
「い
し
だ
た
み

の
会
」に
よ
る
運
営
を

継
続
し
、
中
期
的
に
は

貸
付
、
長
期
的
な
運
営

の
継
続
が
見
込
ま
れ

る
場
合
、
将
来
的
に
は

譲
渡
（建
物
の
み
）を

検
討
し
て
い
く
。

茂
右
衛
門
蔵
が
建
つ

当
該
地
は
、
当
初
、
蔵

を
取
り
壊
し
、
国
庫
補

助
事
業
に
よ
る
更
地

買
い
を
目
指
し
て
い
た

が
、
蔵
の
保
存
と
活
用

に
対
す
る
地
域
住
民

の
強
い
要
望
に
よ
り
、

蔵
を
保
存
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

平
成
3
0
年
度
に
制
定
し
た
足
利

市
景
観
計
画
【
改
訂
版
】
に
お
い

て
、
足
利
学
校
・
鑁
阿
寺
周
辺

地
区
は
「
景
観
重
点
地
区
」
に
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
引
き
続
き
、
指
定
地
区
内
に

あ
る
歴
史
的
な
建
造
物
の
保
存

活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
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③
ス
ポ
ー
ツ
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

40
総
合
運
動
場

7,
14
9.
68

平
成
11
年

D
2

陸
上
競
技
場
、
硬
式

野
球
場
、
プ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
中
心

的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
引
き
続

き
使
用
す
る
た
め
、
予

防
保
全
に
努
め
、
必
要

な
改
修
工
事
を
行
う
な

ど
施
設
の
長
寿
命
化

に
努
め
る
。
体
育
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
建

築
後
、
50
年
に
な
り
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
廃
止
す
る
。

各
施
設
と
も
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、
他
の
施
設
へ
の
代

替
え
は
不
可
能
で
あ

る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

体
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
短

期
の
期
間
中
に
廃
止
す
る
。

41
御
厨
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

52
2.
54

昭
和
56
年

D
1

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る

と
、
利
用
者
は
減
少
し

て
い
る
。

他
の
運
動
場
施
設

内
、
あ
る
い
は
同
一
の

用
途
の
施
設
へ
の
集

約
化
を
検
討
す
る
。

廃
止

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
廃
止
を
検
討
す
る
。

42
市
民
体
育
館

5,
76
6.
77

昭
和
53
年

C
2

市
民
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
シ
ン
ボ

ル
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し

て
各
種
競
技
会
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
拠
点
施
設
で
あ
り
代

替
施
設
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
建

築
後
4
0
年
を
経
過
し
て
お
り
大

規
模
改
修
工
事
を
行
い
施
設
の

長
寿
命
化
に
努
め
る
。

43
毛
野
体
育
館

1,
16
4.
29

平
成
2年

C
2

毛
野
地
区
、
近
隣
住

民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
場
と
し
て
30
団
体
等

が
利
用
し
て
い
る
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
根
付
い
て
お

り
代
替
施
設
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

現
在
、
市
O
B
嘱
託
員
1

人
、
管
理
運
営
委
員

会
か
ら
の
推
薦
を
受
け

た
委
託
員
1人
で
管

理
・受
付
業
務
を
行
っ

て
い
る
。

管
理
に
つ
い
て
は
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
で
行
っ

て
い
る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

必
要
な
改
修
工
事
を
行
う
な
ど
、

施
設
の
長
寿
命
化
に
努
め
る
。

指
定
管
理
者
（足
利
市

緑
と
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

財
団
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
7
～

20
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

　
・
総
合
運
動
場
や
市
民
体
育
館
な
ど
の
全
市
的
に
使
用
す
る
施
設
は
、
短
期
の
期
間
中
に
必
要
な
改
修
工
事
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
努
め
ま
す
。

　
・
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
施
設
や
旧
耐
震
基
準
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
を
勘
案
し
、
他
の
施
設
へ
の
集
約
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

44
三
重
体
育
館

1,
08
4.
20

平
成
13
年

B
2

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
と
し
て
三
重
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し

利
用
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
根
付
い
て
お

り
代
替
施
設
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

貸
館
使
用
料
に
つ
い

て
、
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
見
直
し
を
行

う
。

管
理
に
つ
い
て
は
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
で
行
っ

て
い
る
。

一
部
借
地
あ
り
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)
必
要
な
改
修
工
事
を
行
う
な
ど
、

施
設
の
長
寿
命
化
に
努
め
る
。

45
旧
協
和
中
運
動
施
設

(体
育
館
)

69
3.
00

昭
和
44
年

D
1

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
と
し
て
御
厨
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し

利
用
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
根
付
い
て
お

り
代
替
施
設
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

貸
館
使
用
料
に
つ
い

て
、
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
見
直
し
を
行

う
。

管
理
に
つ
い
て
は
、
地

元
管
理
団
体
に
委
託

し
て
い
る
。

集
約
化

旧
協
和
中
運
動
施
設
は
建
築
後

5
1
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
、
改
修
は
行
わ
ず
将
来
的
に

廃
止
の
方
向
で
検
討
を
行
う
。

46
旧
月
谷
分
校
運
動
施
設

(体
育
館
)

53
2.
00

昭
和
56
年

D
1

2団
体
が
利
用
し
て
お

り
、
施
設
の
利
用
頻
度

は
低
い
。

学
校
開
放
等
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
別
の

場
所
に
集
約
す
る
こ
と

は
可
能
。

管
理
は
地
元
自
治
会

に
委
託
し
て
い
る
。

施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
集
約
施

設
が
見
つ
か
る
ま
で
は

継
続
は
可
能
。

集
約
化

利
用
団
体
、
地
元
自
治
会
等
と

協
議
を
行
い
施
設
廃
止
を
検
討

す
る
。

47
坂
西
武
道
館

20
8.
68

昭
和
35
年

D
1

現
在
も
利
用
団
体
は

あ
る
が
、
利
用
頻
度
は

低
い
。
施
設
の
老
朽
化

が
進
行
し
、
利
用
者
に

対
し
不
便
を
き
た
し
て

い
る
。

他
の
既
存
公
共
施
設

に
お
い
て
代
替
可
能
。
地
元
自
治
会
が
管
理

し
て
い
る
。

集
約
化

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
改
修
は
行
わ
ず
廃
止
の

方
向
で
検
討
を
行
う
。

48
足
利
渡
良
瀬
ゴ
ル
フ
場

48
3.
62

平
成
2年

B
1

河
川
敷
に
あ
る
ゴ
ル
フ

場
と
し
て
市
内
外
か
ら

利
用
さ
れ
て
い
る
。
利

用
者
の
増
減
は
ほ
ぼ

な
し
。

付
近
に
同
様
の
施
設

は
な
く
代
替
不
可
。

指
定
管
理
者
（足
利
グ

リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
6
～

20
20
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

借
地
あ
り
。

利
用
状
況
等
か
ら
今
後
も
安
定

し
た
利
用
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
適
切
な
時
期
に
必
要
な
改

修
を
検
討
す
る
。
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④
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
観
光
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

49
月
谷
ス
ポ
ー
ツ
広
場

13
2.
80

平
成
17
年

B
2

月
谷
処
分
場
の
跡
地

利
用
と
し
て
、
地
元
の

意
向
を
踏
ま
え
て
設
置

し
た
施
設
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設

は
、
他
に
1カ
所
で
あ

る
。

ま
た
、
野
球
場
は
サ
ッ

カ
ー
で
の
利
用
も
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

最
終
処
分
場
と
し
て
も

維
持
管
理
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

直
営
で
の
管
理
と
す

る
。

借
地
あ
り
。

適
切
な
時
期
に
必
要
な
修
繕
を

行
っ
て
い
く
。

50
松
田
川
ダ
ム

ふ
れ
あ
い
広
場

18
8.
19

平
成
9年

C
2

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
イ
ベ
ン
ト

広
場
等
と
し
て
利
用
さ

れ
て
お
り
、
利
用
者
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

付
近
に
同
様
の
施
設

は
な
く
代
替
不
可
能
。

指
定
管
理
者
（足
利
市

緑
と
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

財
団
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
7
～

20
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

借
地
あ
り
。

　
利
用
状
況
等
か
ら
今
後
も
安

定
し
た
利
用
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
適
切
な
時
期
に
必
要
な
修

繕
を
行
っ
て
い
く
。

51
名
草
キ
ャ
ン
プ
場

15
5.
71

昭
和
48
年

E

平
成
20
年
は
、
13
団

体
、
50
0名
の
利
用
で

あ
っ
た
が
、
平
成
30
年

は
8団
体
、
20
0名
程

度
に
減
少
。
民
間
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
増
加

に
伴
い
、
旧
式
で
あ
る

本
市
キ
ャ
ン
プ
場
の
需

要
は
減
少
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
や
自
然
体
験

施
設
と
し
て
は
、
市
内

に
松
田
川
ダ
ム
ふ
れ

あ
い
広
場
・キ
ャ
ン
プ

場
や
北
中
学
校
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、

代
替
が
可
能
。

利
用
状
況
に
応
じ
た

開
設
期
間
の
見
直
し
を

行
い
、
人
件
費
及
び
光

熱
水
費
等
の
削
減
を

検
討
す
る
。

借
地
あ
り
。

複
合
化

自
然
体
験
施
設
と
し
て
の
機
能

は
、
北
中
学
校
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

に
統
合
す
る
。

52
太
平
記
館

34
6.
14

平
成
4年

B
2

太
平
記
館
は
、
N
H
K
大

河
ド
ラ
マ
の
放
映
を
記

念
し
て
造
ら
れ
た
施
設

で
、
土
産
品
販
売
や
観

光
案
内
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

他
の
公
共
施
設
内
、
あ

る
い
は
民
間
等
施
設

に
お
い
て
代
替
可
能
で

あ
る
が
、
長
年
定
着
し

た
立
地
と
史
跡
足
利

学
校
、
鑁
阿
寺
と
い
っ

た
中
心
市
街
地
の
歴

史
観
光
の
拠
点
と
し
て

の
他
の
立
地
箇
所
に

代
え
が
た
い
施
設
で
あ

る
。

観
光
案
内
業
務
等
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
法
人
と
し
て
の
運

営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で

の
間
は
現
状
維
持
と
し

た
い
。

譲
渡

（
一
社
）
足
利
市
観
光
協
会
が
観

光
土
産
品
の
展
示
販
売
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
や
観
光
案
内
業

務
等
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
に
は
施
設
の
譲
渡

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
足
利
ま
ち

な
か
遊
学
館
の
休
憩
所
等
の
機

能
に
つ
い
て
、
太
平
記
館
へ
の

集
約
化
を
検
討
す
る
。

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

　
・
月
谷
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
松
田
川
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
広
場
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
時
期
に
必
要
な
修
繕
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
・
名
草
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、
自
然
体
験
施
設
と
し
て
の
機
能
を
北
中
学
校
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
へ
統
合
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

　
・
そ
の
他
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、
民
間
団
体
へ
の
貸
付
や
譲
渡
も
含
め
、
運
営
方
法
や
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

53
足
利
ま
ち
な
か
遊
学
館

74
8.
25

昭
和
40
年

B
1

足
利
ま
ち
な
か
遊
学

館
は
、
平
成
13
年
に
あ

さ
ひ
銀
行
（現
：埼
玉
り

そ
な
銀
行
）の
撤
退
に

伴
い
、
中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
創

出
を
図
り
、
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
15
年

に
開
設
し
た
。
現
在

は
、
ま
ち
歩
き
観
光
の

拠
点
施
設
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
利
用
者
は

増
加
傾
向
。

他
の
公
共
施
設
内
、
あ

る
い
は
民
間
等
施
設

に
お
い
て
代
替
可
能
で

あ
る
。

設
備
の
老
朽
化
が
進

行
し
、
利
用
者
に
対
し

て
不
便
を
き
た
し
て
い

る
が
、
修
繕
し
な
が
ら

当
面
は
利
用
し
て
い

く
。

借
地
あ
り
。

廃
止

足
利
ま
ち
な
か
遊
学
館
は
、
耐

用
年
数
も
超
過
し
て
お
り
、
耐
震

改
修
も
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
施
設
の
廃
止
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
足
利
ま
ち
な
か
遊
学
館

の
休
憩
所
等
の
機
能
に
つ
い

て
、
太
平
記
館
へ
の
集
約
化
を

検
討
す
る
。

54
名
草
ふ
る
さ
と
交
流
館

31
7.
75

平
成
22
年

B
2

農
業
体
験
や
自
然
体

験
、
子
育
て
支
援
や
教

育
等
、
市
内
外
の

様
々
な
団
体
が
利
用

し
て
お
り
、
利
用
者
数

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

農
村
で
の
余
暇
活
動

へ
の
関
心
の
高
ま
り

か
ら
今
後
も
利
用
者
は

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ

る
。

都
市
農
村
交
流
施
設

と
し
て
設
置
し
た
施

設
。
足
利
市
の
施
設
で

は
、
同
様
の
目
的
の

施
設
は
な
く
、
代
替
は

難
し
い
。

現
在
は
、
足
利
・名
草

ふ
る
さ
と
自
然
塾
運
営

協
議
会
に
管
理
委
託

を
し
て
お
り
、
協
議
会

の
事
務
室
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。
都
市

農
村
交
流
を
図
る
た

め
に
も
協
議
会
と
委
託

契
約
を
継
続
し
た
い
。

借
地
あ
り
。

貸
付

国
庫
補
助
事
業
で
設
置
さ
れ
て

お
り
、
処
分
制
限
年
限
が
決
め

ら
れ
て
い
る
。

処
分
制
限
年
限
経
過
後
は
、
設

置
目
的
に
と
ら
わ
れ
な
い
活
用

方
法
も
可
能
と
な
る
た
め
、
民
間

へ
の
貸
付
な
ど
も
含
め
運
営
方

法
や
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

55
八
木
節
振
興
セ
ン
タ
ー

74
0.
36

昭
和
57
年

B
2

①
南
側
の
旧
御
厨
公

民
館
は
、
主
に
八
木
節

の
練
習
と
地
元
の
会

合
、
趣
味
等
、
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

場
と
し
て
利
用
。

②
北
側
の
八
木
節
会

館
は
、
本
市
の
代
表

的
郷
土
芸
能
で
あ
る

八
木
節
の
資
料
の
展

示
と
後
継
者
の
育
成

及
び
地
域
の
振
興
に

寄
与
し
て
い
る
。
ま
た

市
外
観
光
客
に
対
す

る
伝
統
芸
能
紹
介
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

①
旧
御
厨
公
民
館
の

利
用
は
限
定
的
と
な
っ

て
お
り
、
本
来
の
役
割

は
終
え
て
い
る
と
考
え

る
。

②
八
木
節
会
館
は
、

今
後
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る

た
め
、
継
続
が
必
要
。

①
旧
御
厨
公
民
館
は

施
設
も
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
の
状
況
を
み
て

廃
止
の
方
向
で
検
討

す
る
。

②
八
木
節
会
館
は
引

き
続
き
、
足
利
市
八
木

節
連
合
会
に
管
理
・運

営
を
委
託
す
る
。

八
木
節
振
興
セ
ン
タ
ー

は
①
旧
御
厨
公
民
館

（南
側
）
と
②
八
木
節

会
館
（
北
側
）
の
2
つ
の

施
設
で
構
成
し
て
お

り
、
足
利
市
八
木
節
連

合
会
が
両
施
設
を
管

理
・運
営
し
て
い
る
。

集
約
化

譲
渡

①
旧
御
厨
公
民
館
は
、
管
理
運

営
者
で
あ
る
足
利
市
八
木
節
連

合
会
と
地
元
住
民
を
交
え
た
話

し
合
い
の
上
、
取
り
壊
し
の
方
向

で
検
討
し
た
い
。

②
八
木
節
会
館
は
継
続
の
方
針

で
、
管
理
運
営
者
で
あ
る
足
利

市
八
木
節
連
合
会
と
地
元
住
民

を
交
え
た
話
し
合
い
の
上
、
譲

渡
の
方
向
で
検
討
し
た
い
。
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⑤
産
業
系
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

56
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

48
3.
19

昭
和
43
年

E

設
立
当
時
と
現
在
と

で
、
社
会
ニ
ー
ズ
が
異

な
り
、
入
学
者
数
・生

徒
数
と
も
に
減
少
し
て

い
る
。

市
内
も
し
く
は
近
隣
に

同
等
の
機
能
を
有
す

る
施
設
が
あ
る
。

建
物
の
廃
止
を
検
討

し
、
訓
練
校
機
能
に
つ

い
て
は
同
等
の
機
能

を
有
す
る
施
設
へ
の

移
転
を
検
討
す
る
。

備
品
や
設
備
の
老
朽

化
も
進
行
し
て
い
る
。

複
合
化

　
・
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
建
物
の
廃
止
を
検
討
し
、
訓
練
校
機
能
に
つ
い
て
は
同
等
の
機
能
を

　
　
有
す
る
施
設
へ
の
移
転
を
検
討
し
ま
す
。

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性
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⑥
学
校

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

57
け
や
き
小
学
校

7,
88
4
昭
和
50
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
4
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

58
青
葉
小
学
校

5,
34
0
昭
和
55
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
9
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

59
東
山
小
学
校

4,
81
6
昭
和
42
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
5
2
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

60
桜
小
学
校

5,
96
9
昭
和
62
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
2
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

61
毛
野
小
学
校

6,
97
6
平
成
15
年

A
施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
1
6
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

62
毛
野
南
小
学
校

5,
00
3
昭
和
53
年

B
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
1
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

63
山
辺
小
学
校

7,
96
7
昭
和
43
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
5
1
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

借
地
あ
り
。

集
約
化

64
南
小
学
校

7,
07
7
昭
和
48
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
6
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

65
三
重
小
学
校

6,
47
9
昭
和
48
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
6
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

66
山
前
小
学
校

7,
56
6
昭
和
49
年

A
施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
5
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

67
北
郷
小
学
校

7,
11
3
昭
和
49
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
5
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

　
・
学
校
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
移
動
手
段
の
確
保
や
施
設
改
修
を
前
提
に
、
中
期
に
お
け
る
集
約
化
を

　
　
通
じ
、
適
正
な
施
設
総
量
を
目
指
し
ま
す
。

　
・
学
校
の
再
編
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
、
市
民
等
に
よ
る
組
織
を
設
置
し
検
討
し
ま
す
。

移
動
手
段
の
確
保
や

施
設
改
修
が
前
提
で
、

集
約
化
が
可
能
。

同
一
用
途
の
施
設
集

約
化
を
通
じ
、
適
正
な

施
設
総
量
を
目
指
す
。

学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
、
市

民
等
に
よ
る
組
織
を
設
置
し
検

討
す
る
。

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

児
童
数
の
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、
機

能
と
し
て
は
今
後
も
必

要
。
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

68
大
月
小
学
校

3,
57
1
昭
和
51
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
3
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

69
名
草
小
学
校

3,
00
0
昭
和
57
年

D
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
7
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

70
富
田
小
学
校

4,
00
7
昭
和
58
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
6
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

71
矢
場
川
小
学
校

4,
85
9
昭
和
54
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
0
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

72
梁
田
小
学
校

5,
38
2
昭
和
59
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
5
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

73
久
野
小
学
校

3,
57
4
昭
和
56
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
8
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

74
筑
波
小
学
校

3,
30
9
昭
和
53
年

B
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
1
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

75
御
厨
小
学
校

6,
50
0
昭
和
46
年

B
1

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
8
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

76
坂
西
北
小
学
校

3,
12
8
昭
和
49
年

C
3

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
5
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

77
葉
鹿
小
学
校

4,
65
4
昭
和
54
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
0
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

78
小
俣
小
学
校

5,
69
7
昭
和
50
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
4
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

児
童
数
の
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、
機

能
と
し
て
は
今
後
も
必

要
。

移
動
手
段
の
確
保
や

施
設
改
修
が
前
提
で
、

集
約
化
が
可
能
。

同
一
用
途
の
施
設
集

約
化
を
通
じ
、
適
正
な

施
設
総
量
を
目
指
す
。

学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
、
市

民
等
に
よ
る
組
織
を
設
置
し
検

討
す
る
。
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

79
第
一
中
学
校

5,
65
4
昭
和
60
年

D
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
4
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

80
第
二
中
学
校

6,
86
4
昭
和
46
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
8
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

81
第
三
中
学
校

7,
48
5
昭
和
60
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
4
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

82
毛
野
中
学
校

7,
98
7
昭
和
52
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
2
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

借
地
あ
り
。

集
約
化

83
山
辺
中
学
校

10
,0
52

昭
和
53
年

B
1

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
1
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

84
西
中
学
校

8,
72
1
昭
和
51
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
3
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

85
北
中
学
校

7,
35
4
昭
和
57
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
7
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

86
富
田
中
学
校

4,
05
6
昭
和
54
年

C
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
4
0
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

87
協
和
中
学
校

7,
42
1
昭
和
59
年

B
1

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
3
5
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

集
約
化

88
愛
宕
台
中
学
校

3,
42
4
昭
和
33
年

B
2

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
6
1
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

借
地
あ
り
。

集
約
化

89
坂
西
中
学
校

7,
96
2
平
成
8年

C
3

施
設
の
老
朽
化
が
進

行
。
建
築
後
2
3
年
経
過

（
2
0
1
9
年
1
0
月
現
在
）

借
地
あ
り
。

集
約
化

生
徒
数
の
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、
機

能
と
し
て
は
今
後
も
必

要
。

移
動
手
段
の
確
保
や

施
設
改
修
が
前
提
で
、

集
約
化
が
可
能
。

同
一
用
途
の
施
設
集

約
化
を
通
じ
、
適
正
な

施
設
総
量
を
目
指
す
。

学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
、
市

民
等
に
よ
る
組
織
を
設
置
し
検

討
す
る
。
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⑦
そ
の
他
教
育
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

90
北
中
学
校

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

1,
65
0.
00

昭
和
46
年

E

小
学
4年
生
の
宿
泊
体

験
学
習
に
利
用
。
（
22

校
中
10
校
が
利
用
）

ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞや
育
成

会
等
の
団
体
が
合
宿

等
で
利
用
。

利
用
者
数
は
減
少
見

込
。

市
内
の
同
様
施
設

は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
が
、
廃
止
予
定
。

市
外
に
は
同
様
施
設

が
あ
る
。

・県
立
東
毛
青
少
年
自

然
の
家
（太
田
市
）

・県
立
大
平
少
年
自
然

の
家
（栃
木
市
）

学
校
教
育
施
設
か
ら

社
会
教
育
施
設
に
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施

設
利
用
の
対
象
を
拡

大
す
る
。

そ
の
際
、
施
設
は
必
要

な
改
修
や
耐
震
化
を

行
い
、
利
用
料
を
徴
収

す
る
。

当
施
設
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て

の
機
能
も
有
し
て
い

る
。

複
合
化

研
修
セ
ン
タ
ー
、
名
草
キ
ャ
ン
プ

場
の
機
能
を
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

に
統
合
す
る
。

91
学
校
給
食
共
同
調
理
場

3,
90
1.
54

平
成
26
年

C
3

学
校
給
食
法
に
基
づ

き
、
学
校
給
食
の
実
施

に
必
要
な
施
設
及
び

設
備
を
整
備
。

児
童
生
徒
数
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
学
校

給
食
を
実
施
し
て
い
く

限
り
は
今
後
も
必
要
。

他
に
民
設
民
営
の
調

理
場
が
2か
所
あ
る

が
、
共
同
調
理
場
の

対
応
食
数
を
補
う
能
力

は
な
い
。

ま
た
、
共
同
調
理
場
に

は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
専
用
の
調
理

室
が
あ
る
が
、
民
設
民

営
調
理
場
に
は
な
い
。

共
同
調
理
場
職
員
の

事
務
室
や
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
食
専
用

の
調
理
室
が
あ
る
た

め
、
今
後
も
直
営
管
理

と
す
る
。

施
設
に
つ
い
て
は
、

リ
ー
ス
契
約
に
基
づ
き

平
成
2
6
(2
0
1
4
)年
度
か

ら
10
年
間
の
債
務
負

担
を
設
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
設
民
営
の
た

め
、
調
理
配
送
等
の

受
託
業
者
が
施
設
を

使
用
し
て
い
る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

学
校
給
食
は
学
校
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
現
施
設
は
学
校
給
食
を
活

用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
や
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
の
拠

点
と
な
る
教
育
施
設
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
た
め
、
本
市
唯
一
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
専
用
調

理
室
を
備
え
た
公
設
民
営
共
同

調
理
場
と
し
て
保
持
し
た
う
え

で
、
長
寿
命
化
を
図
る
。

　
・
北
中
学
校
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
数
は
減
少
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
修
セ
ン
タ
ー
と
名
草
キ
ャ
ン
プ
場
の
機
能
の
統
合
を

　
　
検
討
し
ま
す
。

　
・
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
つ
い
て
は
、
本
市
唯
一
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
専
用
調
理
室
を
備
え
た
公
設
民
営
共
同
調
理
場
と
し
て
保
持
し
た
う
え
で
、

　
　
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性
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⑧
子
育
て
支
援
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

92
大
町
保
育
所

86
7.
49

昭
和
52
年

D
1

中
央
地
区
は
保
育
需

要
が
高
く
、
今
後
も
継

続
し
た
保
育
需
要
が

見
込
ま
れ
る
。

近
隣
に
民
間
施
設
が

あ
り
、
代
替
え
が
可

能
。

建
物
・
設
備
等
全
体
的

に
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
。

集
約
化

保
育
需
要
の
減
少
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
中
期
に
集
約
化
を
検

討
。

93
羽
刈
保
育
所

59
0.
99

昭
和
57
年

C
2

太
田
・館
林
方
面
へ
通

勤
す
る
保
護
者
又
は

県
駅
南
産
業
団
地
へ

の
通
勤
者
の
利
用
が

見
込
ま
れ
る
。

周
辺
地
区
で
唯
一
の

保
育
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

建
物
・
設
備
等
全
体
的

に
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
。

集
約
化
o
r

民
営
化

保
育
需
要
の
減
少
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
中
期
に
集
約
化
を
検

討
。
地
域
に
お
け
る
保
育
需
要

が
維
持
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

民
営
化
を
検
討
。

94
山
川
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

(山
川
保
育
所
)

2,
24
3.
96

平
成
9年

C
2

例
年
申
込
者
多
数
で

あ
り
、
今
後
も
多
く
の

需
要
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
学
童
・こ
ど
も
館

と
し
て
の
ニ
ー
ズ
も
あ

る
。

周
辺
地
区
で
唯
一
の

保
育
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

正
規
保
育
士
を
重
点

的
に
配
置
。

建
物
・
設
備
等
の
老
朽

化
が
進
行
し
て
お
り
、

特
に
空
調
設
備
は
耐

用
年
数
を
超
過
し
、
毎

年
不
具
合
が
生
じ
て
い

る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

拠
点
施
設
と
し
て
維
持
。
建
築

後
4
0
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
規
模

改
修
（
長
寿
命
化
）
を
実
施
す

る
。

95
梁
田
児
童
セ
ン
タ
ー

(梁
田
保
育
所
)

1,
20
2.
29

平
成
7年

C
2

例
年
申
込
者
多
数
で

あ
り
、
今
後
も
多
く
の

需
要
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
学
童
・こ
ど
も
館

と
し
て
も
ニ
ー
ズ
も
あ

る
。

周
辺
地
区
で
唯
一
の

保
育
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

正
規
保
育
士
を
重
点

的
に
配
置
。

建
物
・
設
備
等
の
老
朽

化
が
進
行
し
て
お
り
、

特
に
空
調
設
備
は
耐

用
年
数
を
超
過
し
、
毎

年
不
具
合
が
生
じ
て
い

る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

拠
点
施
設
と
し
て
維
持
。
建
築

後
4
0
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
規
模

改
修
（
長
寿
命
化
）
を
実
施
す

る
。

96
み
な
み
保
育
所

85
0.
04

平
成
11
年

C
2

例
年
申
込
者
多
数
で

あ
り
、
今
後
も
多
く
の

需
要
が
見
込
ま
れ
る
。

近
隣
に
民
間
施
設
が

あ
る
。

正
規
保
育
士
を
重
点

的
に
配
置
。

建
物
・
設
備
等
の
老
朽

化
が
進
行
し
て
お
り
、

特
に
空
調
設
備
は
耐

用
年
数
を
超
過
し
、
毎

年
不
具
合
が
生
じ
て
い

る
。

借
地
あ
り
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

拠
点
施
設
と
し
て
維
持
。
建
築

後
4
0
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
規
模

改
修
（
長
寿
命
化
）
を
実
施
す

る
。

97
き
た
保
育
所

49
8.
22

昭
和
50
年

D
1

北
地
区
に
は
民
間
施

設
が
少
な
く
、
今
後
も

需
要
が
見
込
ま
れ
る
。

周
辺
地
区
で
唯
一
の

保
育
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

建
物
・
設
備
等
全
体
的

に
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
。

集
約
化
o
r

民
営
化

保
育
需
要
の
減
少
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
中
期
に
集
約
化
を
検

討
。
地
域
に
お
け
る
保
育
需
要

が
維
持
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

民
営
化
を
検
討
。

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

　
・
拠
点
施
設
と
し
て
維
持
し
て
い
く
山
川
保
育
所
、
梁
田
保
育
所
、
み
な
み
保
育
所
、
に
し
保
育
所
に
つ
い
て
は
長
寿
命
化
の
た
め
の
改
修
工
事

　
　
を
実
施
し
ま
す
。

　
・
そ
の
他
の
保
育
所
に
つ
い
て
は
集
約
化
、
民
営
化
を
基
本
と
し
、
名
草
保
育
所
に
つ
い
て
は
短
期
で
の
集
約
化
を
検
討
し
ま
す
。

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

N
o
.
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

N
o
.

98
三
重
保
育
所

47
5.
31

昭
和
51
年

D
1

施
設
の
規
模
に
対
し
、

利
用
者
数
が
少
な
く
、

ま
た
申
込
者
も
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
29
年
度
に
利

用
定
員
を
減
と
し
て
い

る
。

近
隣
に
民
間
施
設
が

あ
り
、
代
替
え
が
可

能
。

建
物
・
設
備
等
全
体
的

に
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
。

集
約
化

保
育
需
要
の
減
少
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
中
期
に
集
約
化
を
検

討
。

99
大
前
保
育
所

41
9.
84

昭
和
52
年

E

施
設
の
規
模
に
対
し
、

利
用
者
数
が
少
な
く
、

ま
た
申
込
者
も
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
29
年
度
に
利

用
定
員
を
減
と
し
て
い

る
。

近
隣
に
民
間
施
設
が

あ
り
、
代
替
え
が
可

能
。

建
物
・
設
備
等
全
体
的

に
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
。

集
約
化

保
育
需
要
の
減
少
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
中
期
に
集
約
化
を
検

討
。

10
0

名
草
保
育
所

37
0.
44

昭
和
53
年

E

平
成
31
年
度
入
所
申

込
者
数
は
1人
で
あ

り
、
0～
3歳
児
の
申
込

が
な
い
。

近
隣
に
施
設
が
あ
り
、

代
替
え
が
可
能
。

建
物
・
設
備
等
全
体
的

に
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
。

借
地
あ
り
。

集
約
化

保
育
需
要
の
減
少
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
短
期
に
集
約
化
を
検

討
す
る
。

10
1

わ
た
ら
せ
保
育
所

55
0.
23

昭
和
54
年

D
1

中
央
地
区
は
保
育
需

要
が
高
く
、
今
後
も
継

続
し
た
保
育
需
要
が

見
込
ま
れ
る
。

近
隣
に
民
間
施
設
が

あ
り
、
代
替
え
が
可

能
。

建
物
・
設
備
等
全
体
的

に
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
。

集
約
化

保
育
需
要
の
減
少
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
中
期
に
集
約
化
を
検

討
。

10
2

に
し
保
育
所

93
0.
37

平
成
17
年

A
例
年
申
込
者
多
数
で

あ
り
、
今
後
も
需
要
が

見
込
ま
れ
る
。

近
隣
に
民
間
施
設
が

あ
る
。

正
規
保
育
士
を
重
点

的
に
配
置
。

設
備
に
お
い
て
は
一

部
更
新
の
検
討
が
必

要
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

拠
点
施
設
と
し
て
維
持
。
建
築

後
2
5
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
規
模

改
修
（
長
寿
命
化
）
を
実
施
す

る
。

10
3

に
し
こ
ど
も
館

27
9.
34

平
成
15
年

B
2

0～
18
歳
ま
で
利
用
可

能
で
あ
り
、
小
俣
小
学

校
が
隣
接
す
る
こ
と
か

ら
、
学
童
・こ
ど
も
館
利

用
、
ま
た
親
子
教
室
等

様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ

る
。

小
俣
公
民
館
と
併
設
。

複
合
化

10
4

八
幡
こ
ど
も
館

23
3.
14

昭
和
47
年

D
1

0～
18
歳
ま
で
利
用
可

能
で
あ
り
、
付
近
に
山

辺
小
学
校
も
あ
り
、
学

童
・こ
ど
も
館
利
用
、

親
子
教
室
等
様
々
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

建
物
・
設
備
等
全
体
的

に
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
。

複
合
化

民
間
又
は
他
の
公
共
施
設
へ
の

複
合
化
又
は
、
幼
稚
園
や
認
定

こ
ど
も
園
等
の
移
転
先
も
検
討

す
る
。

指
定
管
理
者
（足
利
市

社
会
福
祉
協
議
会
）に

よ
り
管
理
運
営
さ
れ
管

理
運
営
さ
れ
、
期
間
は

20
19
～
20
23
年
度
と

な
っ
て
い
る
。

民
間
又
は
他
の
公
共

施
設
へ
の
複
合
化
、

又
は
幼
稚
園
や
認
定

こ
ど
も
園
等
へ
の
委
託

を
検
討
す
る
。
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

N
o
.

10
5

板
倉
ふ
れ
あ
い
児
童
館

63
8.
15

昭
和
54
年

D
1

西
部
の
唯
一
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や

講
座
等
、
親
子
の
交

流
の
場
と
し
て
需
要
が

あ
る
。

児
童
の
入
所
状
況
等

を
考
慮
し
な
が
ら
、
複

合
化
を
検
討
す
る
。

複
合
化
の
際
、
保
育

士
の
配
置
を
見
直
し
、

経
営
の
効
率
化
を
図

る
。

建
物
・
設
備
等
全
体
的

に
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
。

複
合
化

地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は

維
持
し
て
い
く
が
、
建
物
が
老
朽

化
し
て
い
る
た
め
、
既
存
公
共

施
設
へ
の
複
合
化
を
検
討
す

る
。

10
6
南
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ

81
.0
0
昭
和
62
年

C
2

複
合
化

10
7

北
郷
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ

81
.0
0
昭
和
60
年

D
1

複
合
化

公
設
民
営
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
日

祝
日
、
年
末
年
始
を
除

い
て
使
用
。

地
域
内
に
他
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
は
あ
る

が
、
地
域
内
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
た
め
に
は
、

引
き
続
き
必
要
。

今
後
も
、
民
間
へ
委
託

と
す
る
。

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
現
施

設
を
廃
止
し
、
学
校
等
の
既
存

公
共
施
設
へ
の
移
設
を
検
討
す

る
。
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⑨
保
健
・
福
祉
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

10
8

南
幸
楽
荘

2,
49
1.
26

昭
和
56
年

D
1

現
在
、
浴
場
・
冷
房
設

備
が
故
障
し
て
お
り
、

浴
場
の
利
用
希
望
者

に
対
し
て
は
東
幸
楽
荘

へ
の
無
料
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。

集
約
化

指
定
管
理
期
間
の
終
了
（
2
0
2
0

年
度
末
）
を
も
っ
て
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
廃
止
と
す

る
。

10
9

西
幸
楽
荘

2,
70
6.
93

平
成
10
年

B
1

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

11
0

東
幸
楽
荘

1,
67
1.
22

平
成
12
年

C
2

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

11
1

北
幸
楽
荘

2,
23
9.
14

平
成
7年

C
3

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

11
2

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

75
4.
86

平
成
9年

D
2

高
齢
者
が
増
加
し
、
健

康
寿
命
も
延
び
て
第

二
の
人
生
が
長
く
な
っ

て
い
る
な
か
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
を
提
供
す

る
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。

高
齢
者
の
就
労
に
特

化
し
て
い
る
と
い
う
点

で
、
現
状
で
は
代
替
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
自
体
は
公
益
社

団
法
人
で
あ
る
が
、
今

後
の
事
業
展
開
や
運

営
に
つ
い
て
、
法
人
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

土
地
・
建
物
は
市
の
所

有
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
無
償
貸
与

契
約
を
結
ん
で
い
る
。

大
規
模
修
繕
の
費
用

負
担
に
つ
い
て
は
協

議
の
う
え
決
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

大
規
模
改
修
を
行
い
長
寿
命
化

を
図
る
が
、
将
来
的
に
は
高
齢

者
の
就
労
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

将
来
的
に
は
、
他
施
設
と
の
複

合
化
も
検
討
し
て
い
く
。

11
3

全
天
候
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設

1,
06
1.
34

平
成
3年

D
2

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
、
地
域

で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

広
め
の
土
地
が
あ
れ

ば
代
替
可
能
だ
が
、
全

天
候
型
は
特
有
の
も

の
。

現
在
、
地
域
の
方
の

協
力
を
得
な
が
ら
維
持

し
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
た
い
。

近
隣
の
山
川
公
園
・
毛

野
体
育
館
と
一
体
で

利
用
さ
れ
て
い
る
。

地
域
で
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設

で
あ
り
、
今
後
も
維
持
し
て
い
く
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て
の
利
用

が
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
用

途
で
も
利
用
が
増
え
る
よ
う
、
地

域
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
・
南
幸
楽
荘
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
期
間
の
終
了
を
も
っ
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
廃
止
し
ま
す
。
そ
の
他
の
幸
楽
荘
に
つ
い
て
は
、
中
期
の

　
　
期
間
中
に
、
利
用
状
況
等
を
勘
案
し
集
約
化
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
他
の
公
共
施
設
の
機
能
の
受
入
れ
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　
・
さ
わ
ら
ご
ハ
イ
ム
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
著
し
い
老
朽
化
に
伴
い
、
短
期
の
期
間
中
で
の
廃
止
を
検
討
し
ま
す
。

高
齢
化
が
進
行
す
る

な
か
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
健
康
づ
く
り
の
拠

点
・居
場
所
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

温
浴
機
能
・集
会
機
能

等
、
個
々
の
機
能
を
見

れ
ば
類
似
施
設
は
あ

る
が
、
高
齢
者
が
低
廉

な
金
額
で
利
用
で
き
る

施
設
と
し
て
は
代
替
困

難
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
（足
利
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
管
理
運
営
さ

れ
、
期
間
は
20
16
～

20
20
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
る
中

期
の
期
間
中
に
、
施
設
の
利
用

状
況
等
を
勘
案
し
、
施
設
の
集

約
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま

た
他
の
公
共
施
設
の
機
能
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

11
4

泗
水
学
園

1,
88
2.
20

平
成
20
年

C
3

全
国
的
に
児
童
虐
待

が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
保
護
者
の
い
な
い

児
童
や
保
護
者
か
ら

の
虐
待
を
受
け
た
児

童
な
ど
、
様
々
な
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
が

入
所
。

市
内
に
は
児
童
養
護

施
設
が
他
に
も
う
一
か

所
有
る
が
、
集
約
化
は

困
難
。

指
定
管
理
者
（足
利
市

社
会
福
祉
協
議
会
）に

よ
り
管
理
運
営
さ
れ
て

い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
7
～

20
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

現
在
は
市
が
施
設
を
所
有
し
、

指
定
管
理
に
よ
り
運
営
し
て
い

る
が
、
将
来
的
に
は
民
間
事
業

者
等
へ
の
譲
渡
も
含
め
て
検
討

す
る
。

11
5

さ
わ
ら
ご
ハ
イ
ム
足
利

1,
07
8.
34

昭
和
41
年

E

母
子
生
活
支
援
施
設

と
し
て
様
々
な
支
援
が

必
要
な
母
子
世
帯
が

入
所
。

同
種
の
施
設
が
県
内

に
2
か
所
（
2
市
）
設
置

さ
れ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
（足
利
市

社
会
福
祉
協
議
会
）に

よ
り
管
理
運
営
さ
れ
て

い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
7
～

20
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

集
約
化

施
設
の
著
し
い
老
朽
化
に
伴

い
、
短
期
の
う
ち
に
現
施
設
は

廃
止
を
検
討
す
る
。

11
6

地
域
福
祉
会
館

66
1.
20

昭
和
60
年

D
2

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
や
人
権

啓
発
の
住
民
交
流
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
は

今
後
も
必
要
。

相
談
事
業
用
の
個
室

及
び
講
演
会
や
講
座

の
実
施
会
場
と
し
て
の

機
能
が
あ
れ
ば
、
他
の

公
共
施
設
等
と
の
複

合
化
が
可
能
。

隣
保
館
の
事
務
室
と
し

て
も
使
用
す
る
た
め
、

今
後
も
直
営
管
理
と
す

る
。

複
合
化

地
域
福
祉
会
館
は
、
建
築
か
ら

3
0
年
を
経
過
し
た
が
、
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
る
た
め
、
必
要

な
修
繕
を
行
い
な
が
ら
、
他
の

公
共
施
設
の
機
能
を
受
け
入
れ

る
な
ど
、
施
設
の
複
合
化
を
検

討
す
る
。
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⑩
庁
舎
等

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

11
7

市
役
所
本
庁
舎

13
,3
03
.0
6
昭
和
49
年

D
2

更
新

11
8

市
役
所
別
館

1,
89
7.
19

昭
和
27
年

E
集
約
化

11
9

教
育
庁
舎

2,
30
5.
61

昭
和
44
年

E
集
約
化

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

　
・
市
役
所
本
庁
に
つ
い
て
は
、
旧
耐
震
基
準
の
建
物
で
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
耐
震
補
強
の
た
め
に
は
現
在
の
執
務
ス
ペ
ー
ス
に

　
　
多
数
の
ブ
レ
ー
ス
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
工
事
期
間
中
の
仮
庁
舎
の
設
置
が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
面
は
機
能
維
持
の
た
め

　
　
効
率
的
な
修
繕
を
行
い
、
民
間
活
力
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
中
期
に
は
更
新
し
、
そ
の
際
に
庁
舎
の
統
合
、
機
能
の
集
約
化
を
検
討
し
ま
す
。

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

N
o
.

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
行
政
事
務
の
執

行
等
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
行
政
の
拠

点
施
設
。

庁
舎
の
更
新
に
伴
い
、

分
散
し
た
庁
舎
の
統

合
、
機
能
の
集
約
化
を

検
討
す
る
。

行
政
機
関
が
そ
の
事

務
を
処
理
す
る
た
め
に

使
用
す
る
施
設
の
た

め
、
今
後
も
直
営
管
理

と
す
る
。

耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
。
老
朽
化
に
伴

う
建
物
、
設
備
の
不
具

合
が
生
じ
て
い
る
。

短
期
に
は
、
機
能
維
持
の
た
め

効
率
的
な
修
繕
を
実
施
し
、
民

間
活
力
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
中
期
に
は
庁
舎
の
統
合
、

機
能
の
集
約
化
を
検
討
す
る
。
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⑪
消
防
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

12
0

消
防
本
部

中
央
消
防
署

2,
21
2.
04

昭
和
44
年

C
1

更
新

耐
震
性
の
課
題
及
び
施
設
老
朽

化
等
に
よ
り
、
新
庁
舎
建
設
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
2

年
度
末
に
新
庁
舎
完
成
、
4
年

度
ま
で
に
附
帯
施
設
を
含
め
た

一
連
の
建
設
事
業
が
完
了
予

定
。
　
ま
た
、
短
期
に
南
分
署
の

機
能
の
一
部
を
受
け
入
れ
る
。

12
1

中
央
消
防
署
東
分
署

64
4.
90

平
成
17
年

C
3

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

平
成
5
年
に
建
築
さ
れ
た
建
物
を

平
成
1
6
年
に
購
入
し
、
一
部
改

修
を
し
て
開
署
し
た
施
設
で
あ

る
。
大
規
模
改
修
（
長
寿
命
化
）

を
行
い
、
本
市
東
部
の
消
防
拠

点
と
し
て
存
続
す
る
。

12
2

中
央
消
防
署
西
分
署

71
6.
70

平
成
26
年

B
2

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

平
成
2
6
年
に
新
築
し
、
現
在
の

消
防
署
の
庁
舎
で
は
一
番
新
し

い
施
設
。
大
規
模
改
修
（
長
寿

命
化
）
を
行
い
、
本
市
西
部
の
消

防
拠
点
と
し
て
存
続
す
る
。

12
3

河
南
消
防
署

2,
40
2.
40

平
成
12
年

C
2

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

平
成
1
2
年
に
建
築
さ
れ
た
免
震

構
造
の
消
防
署
で
あ
る
。
大
規

模
改
修
（
長
寿
命
化
）
を
行
い
、

本
市
南
部
の
消
防
拠
点
と
し
て

存
続
す
る
が
、
長
寿
命
化
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
本
計
画
で
再
編
の
方
向

性
及
び
時
期
が
『
短
期
廃
止
』
と

な
っ
て
い
る
南
分
署
の
管
轄
区

域
を
考
慮
し
、
社
会
情
勢
や
人

口
等
を
見
据
え
な
が
ら
、
現
在

地
よ
り
も
南
東
方
向
へ
の
移
設

更
新
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す

る
。
ま
た
、
短
期
に
南
分
署
の
機

能
の
一
部
を
受
け
入
れ
る
。

12
4

河
南
消
防
署
南
分
署

23
5.
44

昭
和
47
年

D
1

消
防
本
部
庁
舎
等

建
設
事
業
が
完
了

後
、
施
設
を
廃
止
す

る
。

集
約
化

廃
止
に
よ
り
、
本
市
の
消
防
力

が
低
下
し
な
い
よ
う
、
職
員
及
び

車
両
を
中
央
消
防
署
及
び
河
南

消
防
署
に
配
置
す
る
。

　
・
旧
耐
震
基
準
で
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
消
防
本
部
・
中
央
消
防
署
に
つ
い
て
は
、
短
期
の
期
間
中
に
更
新
し
ま
す
。

　
・
南
分
署
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部
庁
舎
等
建
設
事
業
が
完
了
後
、
施
設
を
廃
止
し
ま
す
。

　
・
分
団
詰
所
に
つ
い
て
は
、
火
災
件
数
や
分
団
員
の
在
籍
状
況
等
を
勘
案
し
、
消
防
団
や
地
域
住
民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
集
約
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

消
防
署
員
は
、
市
民

の
生
命
及
び
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
と
い
う

任
務
を
36
5日
24
時
間

体
制
で
行
っ
て
お
り
、

ま
た
、
近
年
多
発
し
て

い
る
大
規
模
自
然
災

害
や
高
齢
化
社
会
の

進
行
に
伴
う
救
急
搬

送
業
務
の
増
加
な
ど
、

絶
え
ず
変
化
し
て
い
く

ニ
ー
ズ
に
適
合
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

消
防
署
は
、
こ
れ
ら
の

業
務
の
活
動
拠
点
と

な
る
重
要
な
施
設
で
あ

る
。

消
防
本
部
及
び
消
防

署
は
、
消
防
組
織
法
に

お
い
て
市
町
村
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
機
関
で
あ
る
た
め
、

他
機
関
等
の
サ
ー
ビ

ス
代
替
性
は
な
い
。

現
在
5署
で
あ
る
消
防

署
に
つ
い
て
、
短
期
中

に
南
分
署
を
廃
止
し
、

中
長
期
期
間
は
、
中

央
消
防
署
、
河
南
消

防
署
、
東
分
署
、
西
分

署
の
4署
体
制
を
基
本

と
す
る
。

各
消
防
署
の
配
備
に

つ
い
て
は
、
管
轄
地
域

の
人
口
動
向
、
高
齢

化
に
伴
う
救
急
搬
送

の
増
加
、
自
然
災
害

の
大
規
模
化
及
び
災

害
の
多
様
化
な
ど
の

社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
し
た
体
制
と
し
、

ま
た
、
近
隣
消
防
と
の

連
携
・協
力
体
制
を
強

化
し
な
が
ら
消
防
力
の

維
持
・充
実
を
図
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

12
5

消
防
団
第
１
分
団
詰
所

（旧
市
西
部
）

81
.0
0
平
成
3年

B
1

集
約
化

12
6

消
防
団
第
２
分
団
詰
所

（旧
市
東
部
）

81
.0
0
平
成
10
年

B
1

集
約
化

12
7

消
防
団
第
３
分
団
詰
所

（毛
野
地
区
）

95
.9
5
平
成
12
年

C
2

集
約
化

12
8

消
防
団
第
４
分
団
詰
所

（山
辺
地
区
西
部
）

95
.9
5
平
成
14
年

B
1

集
約
化

12
9

消
防
団
第
５
分
団
詰
所

（山
辺
地
区
東
部
）

61
.6
0
昭
和
61
年

C
2

集
約
化

13
0

消
防
団
第
６
分
団
詰
所

（三
重
地
区
）

98
.0
0
平
成
8年

D
2

集
約
化

13
1

消
防
団
第
７
分
団
詰
所

（山
前
地
区
）

95
.9
5
平
成
19
年

B
2

集
約
化

13
2

消
防
団
第
８
分
団
詰
所

（北
郷
地
区
）

81
.0
0
平
成
4年

B
1

集
約
化

13
3

消
防
団
第
９
分
団
詰
所

（名
草
地
区
）

95
.9
5
平
成
24
年

B
2

集
約
化

13
4
消
防
団
第
１
０
分
団
詰
所

（富
田
地
区
）

72
.2
5
昭
和
63
年

D
2

集
約
化

13
5
消
防
団
第
１
１
分
団
詰
所

（矢
場
川
地
区
）

59
.6
2
昭
和
58
年

D
1

集
約
化

13
6
消
防
団
第
１
２
分
団
詰
所

（御
厨
地
区
）

72
.2
5
平
成
2年

B
1

集
約
化

13
7
消
防
団
第
１
３
分
団
詰
所

（筑
波
地
区
）

56
.3
1
昭
和
53
年

E
集
約
化

13
8
消
防
団
第
１
４
分
団
詰
所

（久
野
地
区
）

81
.0
0
平
成
5年

C
2

集
約
化

13
9
消
防
団
第
１
５
分
団
詰
所

（梁
田
地
区
）

81
.0
0
平
成
9年

D
2

集
約
化

14
0
消
防
団
第
１
６
分
団
詰
所

（葉
鹿
地
区
）

95
.9
5
平
成
29
年

A
集
約
化

14
1
消
防
団
第
１
７
分
団
詰
所

（小
俣
地
区
）

95
.9
5
平
成
13
年

D
2

集
約
化

14
2
消
防
団
第
１
８
分
団
詰
所

（三
和
地
区
）

81
.0
0
平
成
7年

D
2

集
約
化

14
3
消
防
団
第
１
９
分
団
詰
所

【松
田
】（
松
田
3・
4丁
目
）

81
.0
0
平
成
7年

D
2

集
約
化

14
4
消
防
団
第
１
９
分
団
詰
所

【小
俣
】（
小
俣
城
山
町
の

一
部
・北
町
）

61
.7
1
昭
和
58
年

D
1

集
約
化

管
轄
区
域
の
火
災
件
数
、
管
轄

地
域
の
人
口
規
模
、
地
域
の
特

性
、
分
団
員
の
在
籍
状
況
等
を

勘
案
し
、
消
防
団
及
び
地
域
住

民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
集
約

化
す
る
。

消
防
団
員
は
、
自
ら
仕

事
を
持
つ
傍
ら
で
、
地

域
住
民
の
生
命
及
び

財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
昼
夜
を
問
わ
ず

活
動
し
て
い
る
。

通
常
災
害
の
み
な
ら

ず
、
近
年
多
発
し
て
い

る
大
規
模
自
然
災
害

が
発
生
し
た
時
は
、
日

頃
か
ら
地
域
に
お
い

て
、
有
事
に
備
え
て

様
々
な
訓
練
や
活
動

を
行
っ
て
い
る
消
防
団

の
機
動
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
消
防
団

詰
所
は
、
こ
れ
ら
の
任

務
の
活
動
拠
点
と
な
る

重
要
な
施
設
で
あ
る
。

消
防
団
は
、
消
防
組

織
法
に
お
い
て
市
町

村
に
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
機
関
で
あ
る

た
め
、
他
機
関
等
の

サ
ー
ビ
ス
代
替
性
は
な

い
。

現
在
、
定
数
に
つ
い
て

は
、
各
分
団
一
律
30

名
と
し
て
い
る
が
、
集

約
化
の
検
討
に
併
せ

て
管
轄
地
域
の
人
口

規
模
や
地
域
の
特

性
、
分
団
員
の
在
団

状
況
等
を
考
慮
し
つ

つ
、
各
分
団
の
定
数
の

適
正
化
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

42



⑫
そ
の
他
行
政
系
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

14
5
山
辺
西
部
土
地
区
画

整
理
事
務
所

19
8.
25

平
成
6年

D
2

条
例
に
基
づ
き
事
務

所
と
し
て
使
用
。
機
能

と
し
て
は
今
後
も
必

要
。

施
行
さ
れ
て
い
る
事
業

の
特
殊
性
に
よ
り
、
事

務
所
・資
材
置
場
の
機

能
が
有
っ
て
も
事
業
地

区
内
、
あ
る
い
は
地
区

近
隣
で
な
い
と
代
替
不

可
。

山
辺
西
部
土
地
区
画

整
理
事
務
所
の
事
務

室
と
し
て
も
使
用
す
る

た
め
、
今
後
も
直
営
管

理
と
す
る
。

適
切
な
時
期
に
必
要
な
修
繕
を

行
っ
て
い
く
。

14
6
道
路
河
川
管
理
事
務
所

1,
28
3.
31

平
成
7年

E

道
路
の
不
具
合
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
の

施
設
で
、
道
路
の
老
朽

化
や
住
民
の
高
齢
化

に
伴
い
ニ
ー
ズ
は
増

加
し
て
い
る
。

直
営
で
実
施
す
る
こ
と

で
、
臨
機
な
対
応
が
可

能
で
あ
る
が
、
民
間
委

託
も
可
能
。

直
営
な
ら
で
は
の
機
動

力
を
活
か
し
た
業
務
に

特
化
す
る
と
と
も
に
、

次
第
に
民
間
委
託
に

シ
フ
ト
し
て
い
く
。

廃
止

業
務
の
民
間
委
託
の
状
況
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
施
設
の
廃
止

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

14
7

薬
局
施
設

69
8.
40

平
成
23
年

C
3

多
く
の
市
民
が
利
用
し

て
お
り
健
康
増
進
及
び

利
便
性
の
向
上
に
十

分
寄
与
し
て
い
る
。

複
数
の
薬
局
は
存
在

し
て
い
る
が
、
休
日
及

び
夜
間
も
含
め
た
薬

剤
の
支
給
等
に
安
定

し
て
対
応
し
て
い
る
こ

と
か
ら
代
替
は
難
し

い
。

各
薬
局
か
ら
の
使
用

料
収
入
は
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
直
営
管
理
と
す

る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

　
・
道
路
河
川
管
理
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
民
間
委
託
の
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
施
設
の
廃
止
を
検
討
し
ま
す
。

　
・
薬
局
施
設
に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進
及
び
利
便
性
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
期
に
長
寿
命
化
の
た
め
の
改
修
工
事
を
検
討
し
ま
す
。

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性
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⑬
公
営
住
宅

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

14
8

錦
町
市
営
住
宅

13
,1
47
.8
0
昭
和
46
年

C
1

旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

一
部
廃
止

一
部
廃
止

更
新

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

現
施
設
は
、
築
7
0
年
に
達
す
る

2
0
4
0
年
頃
を
目
途
に
規
模
を
縮

小
し
更
新
す
る
。

14
9

千
歳
町
市
営
住
宅

7,
16
7.
00

昭
和
50
年

D
1

旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

集
約
化

集
約
化

排
水
設
備
の
改
修
な
ど
最
低
限

の
計
画
修
繕
を
実
施
し
、
築
後

7
0
年
を
目
途
に
近
接
す
る
錦
町

市
営
住
宅
へ
統
合
し
、
用
途
廃

止
す
る
。

15
0

大
橋
町
市
営
住
宅

1,
48
6.
80

昭
和
26
年

D
1

旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

廃
止

政
策
空
家
と
し
て
既
に
新
規
の

入
居
受
付
を
停
止
し
て
お
り
、
用

途
廃
止
す
る
。

15
1

田
中
町
市
営
住
宅

34
6.
80

昭
和
33
年

E
旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

廃
止

政
策
空
家
と
し
て
既
に
新
規
の

入
居
受
付
を
停
止
し
て
お
り
、
用

途
廃
止
す
る
。

15
2

堀
込
町
市
営
住
宅

8,
39
1.
00

昭
和
59
年

C
2

新
耐
震

長
寿
命
化
対
策
と
し
て
、

住
戸
改
善
工
事
を
実

施
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)
大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

国
庫
補
助
金
を
入
れ
て
長
寿
命

化
を
図
る
。

15
3

滝
の
宮
市
営
住
宅

14
,7
96
.6
0
昭
和
58
年

B
2

新
耐
震

長
寿
命
化
対
策
と
し
て
、

住
戸
改
善
工
事
を
実

施
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)
大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

国
庫
補
助
金
を
入
れ
て
長
寿
命

化
を
図
る
。

15
4

江
川
町
市
営
住
宅

66
4.
00

昭
和
35
年

D
1

旧
耐
震

旧
厚
生
年
金
住
宅
で
、

設
備
の
老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る
。

廃
止

政
策
空
家
と
し
て
既
に
新
規
の

入
居
受
付
を
停
止
し
て
お
り
、
用

途
廃
止
す
る
。

15
5

上
渋
垂
町
市
営
住
宅

10
,7
77
.2
0
平
成
4年

C
2

新
耐
震

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)
大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

築
年
数
が
比
較
的
新
し
い
の

で
、
国
庫
補
助
制
度
が
整
い
次

第
、
長
寿
命
化
を
図
る

15
6

百
頭
町
市
営
住
宅

3,
46
5.
00

昭
和
57
年

C
3

新
耐
震

長
寿
命
化
対
策
と
し
て
、

住
戸
改
善
工
事
を
実

施
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)
大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

国
庫
補
助
金
を
入
れ
て
長
寿
命

化
を
図
る
。

15
7

島
田
町
市
営
住
宅

3,
48
4.
00

昭
和
60
年

C
2

新
耐
震

長
寿
命
化
対
策
と
し
て
、

住
戸
改
善
工
事
を
実

施
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)
大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

国
庫
補
助
金
を
入
れ
て
長
寿
命

化
を
図
る
。

15
8

福
富
町
市
営
住
宅

4,
35
8.
80

昭
和
53
年

D
1

旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

集
約
化

近
接
す
る
上
渋
垂
町
市
営
住
宅

へ
統
合
し
、
用
途
廃
止
す
る
。

　
・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
住
宅
に
困
窮
す
る
市
民
に
対
し
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
必
要
で
す
が
、
施
設
の
状
況
及
び
今
後
の
人
口
動
態
や

　
　
ニ
ー
ズ
等
を
勘
案
し
、
短
期
の
期
間
中
か
ら
市
営
住
宅
の
統
廃
合
を
進
め
ま
す
。

　
・
県
営
住
宅
の
活
用
や
民
間
賃
貸
住
宅
を
活
用
し
た
家
賃
補
助
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

住
宅
に
困
窮
す
る
低

額
所
得
者
に
対
し
て
低

廉
な
家
賃
で
賃
貸
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
市
営
住
宅
は
今
後
も

必
要
。

県
営
住
宅
の
活
用
や

民
間
賃
貸
住
宅
を
活

用
し
た
家
賃
補
助
制

度
の
導
入
な
ど
に
よ
り

代
替
可
能
。

施
設
の
状
況
及
び
今

後
の
人
口
動
態
や

ニ
ー
ズ
等
を
勘
案
し
、

市
営
住
宅
の
統
廃
合

を
行
う
。

指
定
管
理
者
（と
ち
ぎ

県
南
不
動
産
業
協
同

組
合
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
、
期
間
は
20
17

～
20
21
年
度
と
な
っ
て

い
る
。
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短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

15
9

五
十
部
西
山
市
営
住
宅

6,
81
7.
00

昭
和
61
年

C
2

新
耐
震

長
寿
命
化
対
策
と
し
て
、

住
戸
改
善
工
事
を
実

施
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)
大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

国
庫
補
助
金
を
入
れ
て
長
寿
命

化
を
図
る
。

16
0

春
日
市
営
住
宅

11
,7
54
.8
0
昭
和
42
年

D
1

旧
耐
震
の
住
宅
は
、
設

備
の
老
朽
化
が
進
行
し

て
い
る
。

１
号
棟
は
新
耐
震
の
高

耐
。

一
部
廃
止

更
新

一
部
廃
止

1
号
棟
9
0
戸
（
高
耐
約
6
,8
9
0
㎡
）

は
長
寿
命
化
を
図
る
。
老
朽
化

し
た
簡
平
簡
二
等
は
更
新
に
伴

い
集
約
化
し
余
剰
地
は
処
分
す

る
。

16
1

毛
野
第
１
市
営
住
宅

6,
37
2.
00

昭
和
50
年

E
旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

集
約
化

集
約
化

近
隣
の
毛
野
第
2
市
営
住
宅
と

統
合
し
、
用
途
廃
止
す
る
。

16
2

毛
野
第
２
市
営
住
宅

5,
84
8.
80

昭
和
46
年

E
旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

一
部
廃
止

更
新

毛
野
第
1
と
第
2
の
統
合
を
図
り
、

更
新
に
伴
い
集
約
化
す
る
。

16
3

新
山
町
市
営
住
宅

12
,8
66
.5
0
昭
和
50
年

D
1

旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

借
地
あ
り
。

更
新

7
0
年
間
の
民
有
地
の
賃
借
権
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
賃
借
権
が

終
了
す
る
2
0
4
5
年
を
目
途
に
、

規
模
を
縮
小
し
更
新
す
る
。

16
4

八
幡
町
市
営
住
宅

1,
97
2.
50

昭
和
53
年

D
1

旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

集
約
化

山
辺
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
に
合
わ
せ
用
途
廃
止
す

る
。

16
5

山
下
町
市
営
住
宅

22
1.
60

昭
和
52
年

D
1

旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

集
約
化

近
接
す
る
春
日
市
営
住
宅
へ
統

合
し
、
用
途
廃
止
を
図
る
。

16
6

新
山
西
市
営
住
宅

3,
30
1.
00

昭
和
54
年

D
1

旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

集
約
化

近
接
す
る
新
山
町
市
営
住
宅
へ

統
合
し
、
用
途
廃
止
す
る
。

16
7

堀
込
北
市
営
住
宅

3,
94
5.
00

昭
和
54
年

C
2

旧
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

集
約
化

近
接
す
る
堀
込
町
市
営
住
宅
へ

統
合
し
、
用
途
廃
止
す
る
。

16
8

山
下
第
２
市
営
住
宅

32
4.
50

昭
和
56
年

D
1

新
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

集
約
化

16
9

山
下
第
３
市
営
住
宅

32
4.
50

昭
和
59
年

C
1

新
耐
震
で
、
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

集
約
化

17
0

い
き
い
き
ハ
イ
ツ
江
川

2,
28
3.
00

平
成
6年

B
1

高
齢
世
帯
向
け
の
住
宅

新
耐
震

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)
高
齢
者
対
策
事
業
と
の
調
整
を

図
り
、
長
寿
命
化
す
る
。

住
宅
に
困
窮
す
る
低

額
所
得
者
に
対
し
て
低

廉
な
家
賃
で
賃
貸
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
市
営
住
宅
は
今
後
も

必
要
。

県
営
住
宅
の
活
用
や

民
間
賃
貸
住
宅
を
活

用
し
た
家
賃
補
助
制

度
の
導
入
な
ど
に
よ
り

代
替
可
能
。

施
設
の
状
況
及
び
今

後
の
人
口
動
態
や

ニ
ー
ズ
等
を
勘
案
し
、

市
営
住
宅
の
統
廃
合

を
行
う
。

指
定
管
理
者
（と
ち
ぎ

県
南
不
動
産
業
協
同

組
合
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
、
期
間
は
20
17

～
20
21
年
度
と
な
っ
て

い
る
。

45



短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

N
o
.

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

17
1

中
橋
ハ
イ
ツ

5,
19
3.
44

平
成
5年

C
2

市
立
美
術
館
の
上
に

設
け
ら
れ
た
市
独
自

の
住
宅
で
、
家
賃
も
高

め
に
設
定
さ
れ
て
い

る
。

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の

移
転
等
に
よ
り
代
替
可

能
。

新
耐
震

借
地
あ
り
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

築
年
数
が
比
較
的
新
し
い
の

で
、
適
正
に
維
持
管
理
し
て
長

寿
命
化
を
図
る
。

17
2

山
辺
南
ハ
イ
ツ

4,
48
8.
40

平
成
9年

C
2

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

で
一
部
を
用
途
変
更

し
、
子
育
て
支
援
住
宅

と
し
て
入
居
で
き
る
期

限
を
定
め
提
供
し
て
い

る
。

県
営
住
宅
の
活
用
や

民
間
賃
貸
住
宅
を
活

用
し
た
家
賃
補
助
制

度
の
導
入
な
ど
に
よ
り

代
替
可
能
。

新
耐
震

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

築
年
数
が
比
較
的
新
し
い
の

で
、
適
正
に
維
持
管
理
し
て
長

寿
命
化
を
図
る
。

17
3

大
日
東
再
開
発
住
宅

51
9.
24

平
成
6年

C
2

中
心
市
街
地
に
お
け

る
土
地
区
画
整
理
事

業
に
関
連
し
て
必
要
と

な
る
住
宅
や
仮
住
ま
い

の
提
供
を
目
的
と
し
て

い
る
。
施
行
中
の
大
日

西
・中
央
地
区
の
事
業

の
進
捗
に
伴
い
、
需
要

増
が
予
想
さ
れ
る
。

大
日
西
・中
央
地
区
の

住
宅
困
窮
者
の
意
向

が
あ
れ
ば
民
間
ア

パ
ー
ト
等
で
の
代
替
が

可
能
だ
が
、
事
業
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に

は
必
要
。

当
面
は
、
現
在
の
使

用
状
況
を
維
持
す
る

が
、
一
般
的
な
市
営
住

宅
等
へ
の
転
用
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

新
耐
震

土
地
区
画
整
理
事
業
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
事
業
の
施
行
に

伴
い
住
宅
を
必
要
と
す
る
者
へ

の
対
策
は
必
需
で
あ
り
、
当
面

は
現
在
の
使
用
状
況
を
維
持
す

る
。
事
業
に
よ
る
需
要
が
な
く

な
っ
た
と
き
に
一
般
的
な
市
営

住
宅
等
へ
の
転
用
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

施
設
の
状
況
及
び
今

後
の
人
口
動
態
や

ニ
ー
ズ
等
を
勘
案
し
、

市
営
住
宅
の
統
廃
合

を
行
う
。

指
定
管
理
者
（と
ち
ぎ

県
南
不
動
産
業
協
同

組
合
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
、
期
間
は
20
17

～
20
21
年
度
と
な
っ
て

い
る
。
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⑭
公
園

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

17
4

織
姫
公
園

（レ
ス
ト
ラ
ン
棟
）

91
3.
80

昭
和
48
年

E
休
憩
所
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。

廃
止

今
後
廃
止
の
具
体
的
な
時
期
等

を
検
討
し
て
い
く
。

17
5

大
日
苑

（休
憩
所
、
売
店
）

11
8.
20

昭
和
57
年

D
1

休
憩
所
、
売
店
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。

廃
止

今
後
廃
止
の
具
体
的
な
時
期
等

を
検
討
し
て
い
く
。

17
6

山
前
公
園

（管
理
事
務
所
）

15
2.
00

平
成
1年

D
2

イ
ベ
ン
ト
等
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
や
集
会
を
開

催
で
き
る
機
能
が
あ
れ

ば
他
の
公
共
施
設
で

代
替
可
能
。

指
定
期
間
は
2
0
1
7
～

20
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

廃
止

今
後
廃
止
の
具
体
的
な
時
期
等

を
検
討
し
て
い
く
。

17
7

有
楽
公
園

（休
憩
所
）

13
5.
53

昭
和
52
年

C
1

公
園
利
用
者
の
憩
い

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。

休
憩
所
と
し
て
の
機
能

が
あ
れ
ば
別
の
公
共

施
設
で
代
替
可
能
。

指
定
期
間
は
2
0
1
7
～

20
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

ま
た
、
設
備
の
老
朽
化

が
進
行
し
、
利
用
者
に

対
し
て
不
便
を
き
た
し

て
い
る
。

廃
止

今
後
廃
止
の
具
体
的
な
時
期
等

を
検
討
し
て
い
く
。

17
8

猿
田
公
園

（集
会
所
）

18
1.
34

昭
和
57
年

D
2

公
園
利
用
者
の
交
流

の
場
、
憩
い
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

適
切
な
時
期
に
必
要
な
修
繕
を

行
っ
て
い
く
。

17
9

渡
良
瀬
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

1,
74
5.
14

平
成
11
年

B
2

公
園
の
利
用
受
付
や

情
報
提
供
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

　
・
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
て
、
民
間
施
設
等
で
代
替
可
能
な
施
設
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
今
後
、
具
体
的
な
時
期
等
を
検
討
し
ま
す
。

　
・
渡
良
瀬
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
は
、
長
期
の
期
間
中
に
長
寿
命
化
の
た
め
の
改
修
工
事
を
検
討
し
ま
す
。

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

指
定
管
理
者
（足
利
市

緑
と
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

財
団
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
7
～

20
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

指
定
管
理
者
（足
利
グ

リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
）に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
。

指
定
期
間
は
2
0
1
9
～

20
23
年
度
と
な
っ
て
い

る
。

ま
た
、
設
備
の
老
朽
化

が
進
行
し
、
利
用
者
に

対
し
て
不
便
を
き
た
し

て
い
る
。

休
憩
所
と
し
て
の
機
能

は
別
の
公
共
施
設
で

代
替
可
能
。
そ
の
他
の

機
能
は
別
の
民
間
施

設
等
で
代
替
可
能
。

付
近
に
同
様
の
施
設

は
な
く
代
替
不
可
能
。
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⑮
供
給
処
理
施
設

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

18
0

東
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

5,
11
8.
36

平
成
5年

D
2

し
尿
を
安
全
に
安
定
的

に
処
理
す
る
た
め
の

施
設
で
、
市
民
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
施
設
で
あ
る
。

本
市
に
必
要
な
施
設

で
あ
り
、
代
替
は
不
可

で
あ
る
。

し
尿
収
集
業
務
に
つ
い

て
は
、
処
理
量
が
減
少

す
る
中
で
は
今
後
も
直

営
を
予
定
し
て
い
る
。

運
転
管
理
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
民
間
業
務

委
託
し
て
い
る
。

更
新

建
物
部
分
は
新
耐
震
基
準
対
応

で
あ
り
5
0
年
程
度
の
供
用
が
可

能
で
あ
る
。

施
設
内
部
や
機
械
設
備
の
状
況

は
良
好
で
あ
り
、
処
理
量
が
減

少
し
一
系
統
化
へ
切
り
替
え
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
適
切
な

修
繕
を
行
い
維
持
管
理
を
努
め

る
こ
と
で
今
後
2
5
年
は
利
用
可

能
見
込
で
あ
る
。

18
1

南
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

10
03
2.
45

昭
和
58
年

D
2

ご
み
を
安
全
に
安
定

的
に
処
理
す
る
た
め

の
施
設
で
、
市
民
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
あ
る
。

本
市
に
必
要
な
施
設

で
あ
り
、
代
替
は
不
可

で
あ
る
。

現
在
、
運
転
管
理
に
つ

い
て
は
民
間
業
務
委

託
し
て
い
る
。

な
お
、
新
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
施
設
管
理
に

つ
い
て
は
民
営
化
も
視

野
に
検
討
し
て
い
る
。

更
新

大
規
模
改
修

(長
寿
命
化
)

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
の
た

め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
現

施
設
は
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
供

用
開
始
後
、
解
体
す
る
予
定
で

あ
る
。

18
2

小
俣
処
分
場

16
67
.3
8
平
成
11
年

C
3

焼
却
灰
の
埋
立
を
目

的
と
し
、
埋
立
地
か
ら

の
水
質
等
を
安
全
・安

定
し
た
処
理
を
目
的
と

し
た
施
設
で
あ
る
。

本
市
に
必
要
な
施
設

で
あ
り
、
代
替
は
不
可

で
あ
る
。

焼
却
灰
の
埋
立
地
及

び
水
質
等
を
管
理
す

る
施
設
と
し
て
必
要
。

今
後
も
直
営
管
理
と
す

る
。

焼
却
灰
の
埋
立
地
及
び
水
質
等

を
管
理
す
る
重
要
な
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
適
切

な
修
繕
を
行
い
、
安
全
安
心
な

施
設
管
理
に
努
め
た
い
。

18
3

月
谷
処
分
場
水
処
理
棟

14
5.
89

昭
和
60
年

E

焼
却
灰
の
埋
立
を
目

的
と
し
、
埋
立
地
か
ら

の
水
質
等
を
安
全
・安

定
し
た
処
理
を
目
的
と

し
た
施
設
で
あ
る
。

本
市
に
必
要
な
施
設

で
あ
り
、
代
替
は
不
可

で
あ
る
。

水
質
等
を
管
理
す
る

施
設
と
し
て
必
要
。
今

後
も
直
営
管
理
と
す

る
。

廃
止

施
設
の
目
的
を
達
成
し
た
時
点

で
廃
止
と
す
る
。

　
・
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
短
期
の
期
間
中
に
更
新
し
ま
す
。

　
・
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
現
施
設
の
使
用
を
継
続
し
、
長
期
の
期
間
中
に
更
新
を
検
討
し
ま
す
。

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性
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⑯
そ
の
他

短
期

2
0
2
0
～
2
0
2
5

中
期

2
0
2
6
～
2
0
3
5

長
期

2
0
3
6
～
2
0
5
5

18
4

斎
場

1,
64
7.
43

昭
和
51
年

E

年
間
2,
00
0件
を
超
え

る
火
葬
数
に
対
応
。
火

葬
数
は
年
々
増
加
傾

向
。

市
内
に
唯
一
の
特
殊

施
設
で
あ
り
、
代
替
は

不
可
能
。

現
在
は
直
営
管
理
だ

が
、
新
施
設
に
お
い
て

は
指
定
管
理
者
の
導

入
も
検
討
す
る
。

更
新

令
和
7
(2
0
2
5
)年
ま
で
に
建
替
え

を
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度
に

基
本
計
画
を
策
定
し
、
設
計
業

務
に
着
手
し
た
。

18
5

足
利
駅
前
駐
車
場

33
1.
54

昭
和
44
年

C
1

自
転
車
等
利
用
者
の

駅
周
辺
施
設
等
利
用

に
お
け
る
利
便
性
な
ど

役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

機
能
と
し
て
は
、
今
後

も
必
要
。

駅
前
に
競
合
す
る
駐

輪
場
が
な
く
、
代
替
不

可
能
。

現
在
も
需
要
が
多
く
今

後
も
継
続
と
す
る
。

駐
輪
場
が
一
般
・
学
生

の
利
用
が
多
く
、
利
用

者
に
対
し
て
駐
輪
ス

ペ
ー
ス
の
不
足
な
ど
不

便
を
き
た
し
て
い
る
。

駅
前
広
場
の
再
検
討
と
併
せ
規

模
・
配
置
の
見
直
し
を
行
う
。

18
6

巴
町
駐
車
場

1,
55
4.
04

昭
和
41
年

E

ま
ち
な
か
の
観
光
及
び

周
辺
施
設
利
用
に
お

け
る
移
動
の
利
便
性

が
期
待
さ
れ
る
。
機
能

と
し
て
は
、
今
後
も
必

要
。

エ
リ
ア
内
に
織
姫
観
光

駐
車
場
等
が
あ
り
、
複

合
化
の
検
討
可
能
。

収
益
率
が
悪
い
た
め
、

建
物
解
体
・平
面
化
を

図
り
、
無
料
観
光
駐
車

場
へ
の
転
換
と
す
る
。

建
築
年
度
が
古
い
こ
と

か
ら
、
駐
車
場
ス
ペ
ー

ス
が
狭
く
利
用
者
に
対

し
て
不
便
を
き
た
し
て

い
る
。

廃
止

本
施
設
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
廃
止
す
る
。

18
7

小
俣
駅
前
駐
車
場

55
1.
25

昭
和
59
年

D
1

18
8

山
前
駅
前
駐
車
場

49
0.
06

平
成
3年

D
1

18
9

市
有
大
型
バ
ス
車
庫

52
6.
50

平
成
7年

D
2

大
型
バ
ス
1台
の
保
管

場
所
と
し
て
使
用
。
空

き
ス
ペ
ー
ス
は
市
の
業

務
で
使
用
す
る
機
材

や
備
品
、
文
書
類
の

保
管
場
所
と
し
て
使

用
。

大
型
バ
ス
を
保
管
で
き

る
機
能
が
あ
れ
ば
、
他

の
公
共
施
設
に
お
い

て
代
替
可
能
。

市
所
有
の
大
型
バ
ス

の
保
管
場
所
と
し
て
使

用
の
た
め
、
今
後
も
直

営
管
理
と
す
る
。

車
庫
敷
地
の
一
部
は

借
地
。

廃
止

大
型
バ
ス
の
保
管
場
所
と
し
て

必
要
な
施
設
で
あ
る
が
、
バ
ス

の
存
続
に
合
わ
せ
て
、
施
設
の

継
続
ま
た
は
転
用
等
を
検
討
す

る
。

19
0

足
利
駅
南
口
駅
舎

42
.5
4
昭
和
55
年

D
1

市
内
外
の
通
勤
・通
学

者
に
欠
か
す
こ
と
の
出

来
な
い
重
要
な
乗
降

口
に
な
っ
て
い
る
。
機

能
と
し
て
は
、
今
後
も

必
要
。

北
口
改
札
の
西
側
に

地
下
通
路
が
あ
る
。

自
主
運
営
化
を
J
R
に

対
す
る
要
望
活
動
を

実
施
し
て
行
く
。

今
後
も
老
朽
化
し
た
部
分
を
修

繕
し
つ
つ
、
継
続
要
望
と
し
て
J
R

の
自
主
運
営
化
を
進
め
て
行
く
。

ま
た
、
南
口
の
あ
り
方
自
体
も
検

討
す
る
。

19
1

旧
足
利
西
高
等
学
校

10
,3
68
.0
4
昭
和
61
年

C
2

映
像
の
ま
ち
構
想
を
進

め
る
本
市
の
撮
影
拠

点
と
も
言
え
る
施
設
。

撮
影
に
年
間
約
12
0日

使
用
さ
れ
て
い
る
。

市
内
に
代
替
施
設
は

存
在
し
な
い
。

当
面
は
直
営
管
理
と

す
る
。

一
部
廃
止

旧
耐
震
基
準
で
、
比
較
的
使
用

頻
度
の
少
な
い
旧
校
舎
及
び
旧

体
育
館
は
、
中
期
に
廃
止
と
し
、

新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る

校
舎
等
は
、
引
き
続
き
使
用
し
て

い
く
。

　
・
旧
耐
震
基
準
で
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
斎
場
に
つ
い
て
は
、
短
期
の
期
間
中
に
更
新
し
ま
す
。

　
・
巴
町
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
も
狭
い
こ
と
か
ら
短
期
の
期
間
中
に
廃
止
し
ま
す
。

　
・
旧
足
利
西
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
旧
耐
震
基
準
で
比
較
的
使
用
頻
度
の
少
な
い
旧
校
舎
及
び
旧
体
育
館
は
中
期
の
期
間
中
に
廃
止
を
検
討
し
ま
す
。

N
o
.

運
営
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性

そ
の
他

再
編
の
方
向
性
及
び
時
期

再
編
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
等

施
設
名
称

総
延
床

面
積
（
㎡
）

主
要
建
物

建
築
年
度

施
設
カ
ル
テ

一
次
評
価

社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
性

自
転
車
等
利
用
者
の

駅
周
辺
施
設
等
利
用

に
お
け
る
利
便
性
な
ど

役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

機
能
と
し
て
は
、
今
後

も
必
要
。

駅
前
に
競
合
す
る
駐

輪
場
が
な
く
、
代
替
不

可
能
。

現
在
も
需
要
が
多
く
今

後
も
継
続
と
す
る
。

適
切
な
時
期
に
必
要
な
修
繕
を

行
っ
て
い
く
。
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５．計画の推進にあたり 

 

（１）推進体制 

   本計画の推進にあたっては、市全体における全体最適化の視点から、 

  全庁的な取り組み体制である「足利市公共施設等マネジメント推進本部」 

を中心に進めていきます。  

 また、進捗管理については足利市行政改革大綱実施計画と連動させて、 

特に短期の期間中に再編の方向性を示している施設に関して、着実な実  

行を図れるよう取り組んでいきます。  

図 17 公共施設マネジメント推進体制  

 

（２）計画の見直しについて 

 総務省は本計画の上位計画にあたる総合管理計画について、令和 3 

(2021)年度までに、「個別施設計画の策定に伴い実施する点検・診断や  

個別施設計画に記載した対策の内容等を反映させるなど、不断の見直し  

を実施し順次充実させていくこと」とし、改訂版の策定を求めているこ  

とから、今後は総合管理計画を改訂していく中で、公共施設の再編につ  

いても、見直しをしていくこととします。  
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（３）市民等との情報共有・相互理解の醸成 

   公共施設マネジメントは、まちづくりのあり方につながる重要な計  

  画になるため、市民や議会等への十分な情報提供と、意見交換を踏まえ  

ながら推進していきます。  

施設カルテの公表のほか広報あしかがみでの事例紹介、また自治会等  

を対象とした出前講座など、様々な機会を捉えて、市民等の意見を丁寧  

に聴きながら、相互理解の醸成に努めていきます。  
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